
　４月６日、春らしからぬ寒風が吹きすさぶ中
行われた第27回御嶽流神楽大会。恒例の柴引き
では、多くの子どもたちが荒神の迫力に大粒の
涙を流していました。その涙の分だけ、健やか
に成長することを願っています。

涙
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涙
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・
涙
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

安
全
・
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

安
全
・
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て

農
林
畜
産
業
の
振
興

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進

　

私
は
、
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
熱
い

ご
支
援
を
賜
り
、
２
期
目
の
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

政
治
信
条
で
あ
り
ま
す
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら

の
民
主
主
義
」
を
基
本
に
多
く
の
皆
様
と
真

摯
に
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
引
き
続
き
本
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
誠
心
誠

意
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
期
目
就
任
時
に
掲
げ
た
六
つ
の

政
策
理
念
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現
に

向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

以
下
、
取
組
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
小
規
模
集
落
対
策
事
業
を
実

施
し
た
地
域
振
興
協
議
会
を
対
象
に
、
自
主

的
な
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業

を
実
施
す
る
財
源
と
し
て
「
地
域
づ
く
り
交

付
金
」
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な

地
域
協
議
会
設
立
の
た
め
の
経
費
に
対
し

「
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
」
を
交
付
し
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
率
は
約
７
割
に
達

し
、
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
士
の
育
成
も

新
た
に
90
人
以
上
増
え
、
４
月
に
は
約
３
０

０
人
と
な
る
見
込
み
で
本
市
の
防
災
体
制
も

着
実
に
強
化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組
織
の
未
結
成
地
区

の
組
織
化
及
び
、
組
織
活
動
の
活
性
化
が
急

務
で
あ
る
と
と
も
に
、
防
災
士
の
い
な
い
又

は
、
足
り
な
い
地
区
を
中
心
に
更
な
る
新
規

養
成
と
女
性
防
災
士
の
養
成
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
24
年
９
月
に
設
立
し
た
「
豊
後
大
野

市
農
業
振
興
協
議
会
」
を
構
成
す
る
関
係
機

関
の
連
携
の
下
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
戦
略
品
目
を
中
心
に
産
地
化
・
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ぶ
ん
ご
大
野
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
向
け
、
生
産
か
ら
流
通
・
販
売
・
消
費
ま

で
を
と
ら
え
た
販
売
戦
略
を
構
築
す
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
け
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
空
き
家
成
約
奨
励
金
」、「
空

き
家
改
修
事
業
補
助
金
」、「
持
家
取
得
助
成

金
」
等
の
事
業
を
創
設
し
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
定
住
促
進
と
し
て
、

低
価
格
で
本
市
の
特
色
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
住

宅
構
想
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
い
ま

す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所①
が
本
市
に
進
出
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
企
業
の
進
出
に
よ
り
30
人
程
度
の
雇

用
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
認
定
後
、
市
内
で
は
ジ
オ

パ
ー
ク
弁
当
の
販
売
や
和
太
鼓
「
豊
勇
会
」

に
よ
る
創
作
太
鼓
「
G
E
O
―
S
O
N
G

（
ジ
オ
ン
グ
）
」
が
誕
生
す
る
な
ど
民
間
レ

ベ
ル
で
の
取
組
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
７
人
の
「
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ

ド
」
が
既
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク②
の
取
組

と
併
せ
て
本
市
の
財
産
で
あ
る
自
然
を
全
国

的
・
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
平
成
27
年
７
月
か
ら

９
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
J
R
グ
ル
ー
プ
と

大
分
県
、
県
内
市
町
村
、
地
元
の
観
光
事
業

者
等
が
協
働
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
D
C③
）が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
全
国
、
そ
し
て
世
界
に

豊
後
大
野
市
を
売
り
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
公
民
館
活
動
は
そ
の
活
動
拠
点
と
し

て
も
重
要
な
位
置
付
け
で
す
。
そ
の
た
め
、

各
公
民
館
の
運
営
及
び
事
務
・
事
業
の
現
状

に
つ
い
て
点
検
と
整
理
を
行
い
、体
制
・
業
務

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
組
織
・
人
員
の
見
直
し
を
行

い
、
全
市
的
に
一
体
化
し
た
公
民
館
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か

ら
実
施
予
定
の
嘱
託
公
民
館
長
制
度
に
向
け

て
、
本
年
度
は
犬
飼
公
民
館
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う
人

材
を
地
域
か
ら
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お

の
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
よ
り
効
率
的
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

連
携
型
小
・
中
一
貫
教
育
推
進
校
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
朝
地
小
・
中
学
校
を
モ
デ
ル
指

定
し
、
９
年
間
で
子
ど
も
を
育
て
る
実
践
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
４
月
か
ら
、
清
川

小
・
中
学
校
も
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
は
、
市
内
18
校
で

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
ふ
る

さ
と
学
習
は
、
本
市
教
育
方
針
の
重
点
課
題

と
し
、
す
べ
て
の
学
校
で
教
育
課
程
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
度
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
ジ
オ
サ
イ
ト
の

見
学
を
積
極
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
は
、
本
市
独
自
の

小
・
中
一
貫
教
育
を
全
て
の
学
校
に
導
入
す

る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル④
（
小
・

中
学
校
一
貫
教
育
T
R
Y
推
進
協
議
会
）
を

７
町
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
習
は
豊
後
大
野
市
を

愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
が
主
な
目
的
で
あ
る

た
め
、
教
育
T
R
Y
運
動
の
柱
と
し
て
今
後

も
積
極
的
に
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
所
建
設
工
事
は
、
平
成
25
年

度
末
完
成
に
向
け
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

発
電
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
株
式
会
社

が
行
う
連
系
配
線
工
事
等
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
調
整
し
な
が
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
本
市
の
自
然
環
境
や
地
域
資
源

な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い

る
地
域
資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は
、

１　

自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
活
か

し
た
農
林
業
の
振
興

２　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観

と
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
活

か
し
た
観
光
振
興　

３　

森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
と
地
域
振
興　

４　

高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー

に
よ
る
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、

そ
し
て
公
共
交
通
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内
で
の
課
題

解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上
が
基
本
で
す
。

　

２
月
28
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
26
年
第
１
回
豊
後
大
野
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
橋
本
市
長
が
、
平
成
26
年
度
の
市

政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
や
主
要
事
業
の
概
要
な
ど
、
施
政

方
針
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る

地
域
振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る

地
域
振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　

私
は
、
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
熱
い

ご
支
援
を
賜
り
、
２
期
目
の
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

政
治
信
条
で
あ
り
ま
す
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら

の
民
主
主
義
」
を
基
本
に
多
く
の
皆
様
と
真

摯
に
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
引
き
続
き
本
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
誠
心
誠

意
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
期
目
就
任
時
に
掲
げ
た
六
つ
の

政
策
理
念
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現
に

向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

以
下
、
取
組
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
小
規
模
集
落
対
策
事
業
を
実

施
し
た
地
域
振
興
協
議
会
を
対
象
に
、
自
主

的
な
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業

を
実
施
す
る
財
源
と
し
て
「
地
域
づ
く
り
交

付
金
」
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な

地
域
協
議
会
設
立
の
た
め
の
経
費
に
対
し

「
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
」
を
交
付
し
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
率
は
約
７
割
に
達

し
、
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
士
の
育
成
も

新
た
に
90
人
以
上
増
え
、
４
月
に
は
約
３
０

０
人
と
な
る
見
込
み
で
本
市
の
防
災
体
制
も

着
実
に
強
化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組
織
の
未
結
成
地
区

の
組
織
化
及
び
、
組
織
活
動
の
活
性
化
が
急

務
で
あ
る
と
と
も
に
、
防
災
士
の
い
な
い
又

は
、
足
り
な
い
地
区
を
中
心
に
更
な
る
新
規

養
成
と
女
性
防
災
士
の
養
成
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
24
年
９
月
に
設
立
し
た
「
豊
後
大
野

市
農
業
振
興
協
議
会
」
を
構
成
す
る
関
係
機

関
の
連
携
の
下
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
戦
略
品
目
を
中
心
に
産
地
化
・
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ぶ
ん
ご
大
野
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
向
け
、
生
産
か
ら
流
通
・
販
売
・
消
費
ま

で
を
と
ら
え
た
販
売
戦
略
を
構
築
す
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
け
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
空
き
家
成
約
奨
励
金
」、「
空

き
家
改
修
事
業
補
助
金
」、「
持
家
取
得
助
成

金
」
等
の
事
業
を
創
設
し
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
定
住
促
進
と
し
て
、

低
価
格
で
本
市
の
特
色
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
住

宅
構
想
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
い
ま

す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所①
が
本
市
に
進
出
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
企
業
の
進
出
に
よ
り
30
人
程
度
の
雇

用
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
認
定
後
、
市
内
で
は
ジ
オ

パ
ー
ク
弁
当
の
販
売
や
和
太
鼓
「
豊
勇
会
」

に
よ
る
創
作
太
鼓
「
G
E
O
―
S
O
N
G

（
ジ
オ
ン
グ
）
」
が
誕
生
す
る
な
ど
民
間
レ

ベ
ル
で
の
取
組
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
７
人
の
「
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ

ド
」
が
既
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク②
の
取
組

と
併
せ
て
本
市
の
財
産
で
あ
る
自
然
を
全
国

的
・
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
平
成
27
年
７
月
か
ら

９
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
J
R
グ
ル
ー
プ
と

大
分
県
、
県
内
市
町
村
、
地
元
の
観
光
事
業

者
等
が
協
働
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
D
C③
）が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
全
国
、
そ
し
て
世
界
に

豊
後
大
野
市
を
売
り
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
公
民
館
活
動
は
そ
の
活
動
拠
点
と
し

て
も
重
要
な
位
置
付
け
で
す
。
そ
の
た
め
、

各
公
民
館
の
運
営
及
び
事
務
・
事
業
の
現
状

に
つ
い
て
点
検
と
整
理
を
行
い
、体
制
・
業
務

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
組
織
・
人
員
の
見
直
し
を
行

い
、
全
市
的
に
一
体
化
し
た
公
民
館
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か

ら
実
施
予
定
の
嘱
託
公
民
館
長
制
度
に
向
け

て
、
本
年
度
は
犬
飼
公
民
館
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う
人

材
を
地
域
か
ら
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お

の
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
よ
り
効
率
的
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

連
携
型
小
・
中
一
貫
教
育
推
進
校
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
朝
地
小
・
中
学
校
を
モ
デ
ル
指

定
し
、
９
年
間
で
子
ど
も
を
育
て
る
実
践
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
４
月
か
ら
、
清
川

小
・
中
学
校
も
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
は
、
市
内
18
校
で

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
ふ
る

さ
と
学
習
は
、
本
市
教
育
方
針
の
重
点
課
題

と
し
、
す
べ
て
の
学
校
で
教
育
課
程
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
度
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
ジ
オ
サ
イ
ト
の

見
学
を
積
極
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
は
、
本
市
独
自
の

小
・
中
一
貫
教
育
を
全
て
の
学
校
に
導
入
す

る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル④
（
小
・

中
学
校
一
貫
教
育
T
R
Y
推
進
協
議
会
）
を

７
町
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
習
は
豊
後
大
野
市
を

愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
が
主
な
目
的
で
あ
る

た
め
、
教
育
T
R
Y
運
動
の
柱
と
し
て
今
後

も
積
極
的
に
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
所
建
設
工
事
は
、
平
成
25
年

度
末
完
成
に
向
け
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

発
電
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
株
式
会
社

が
行
う
連
系
配
線
工
事
等
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
調
整
し
な
が
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
本
市
の
自
然
環
境
や
地
域
資
源

な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
振
興
に
は
本
市
が
持
っ
て
い

る
地
域
資
源
を
最
大
限
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
そ
の
地
域
資
源
と
は
、

１　

自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
饒
な
土
地
を
活
か

し
た
農
林
業
の
振
興

２　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
自
然
景
観

と
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
、
文
化
を
活

か
し
た
観
光
振
興　

３　

森
林
や
水
資
源
等
の
豊
富
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
と
地
域
振
興　

４　

高
齢
化
を
支
え
る
多
く
の
人
的
パ
ワ
ー

に
よ
る
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、

そ
し
て
公
共
交
通
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
地
域
内
で
の
課
題

解
決
に
向
け
た
き
め
細
か
な
取
組
に
よ

る
自
治
活
動
の
向
上
が
基
本
で
す
。

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、

遊
休
公
有
地
を
利
活
用
し
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、

遊
休
公
有
地
を
利
活
用
し
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

第1発電所（旧清川西中学校跡：清川町六種）



42014.5ぶんごおおの

平
成
26
年
度
　
重 

点 

施 

策 

と 

主 

な 

事 

業 
⑴
人
に
や
さ
し
く
、

　
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

◆
健
康
づ
く
り
◆

①　

母
子
保
健
事
業

②　

生
活
習
慣
病
対
策

③　

自
殺
対
策
事
業

④　

第
２
次
豊
後
大
野
市
健
康
づ
く
り

　
　

計
画
の
推
進

⑤　

食
育
推
進

⑥　

住
民
健
診
の
実
施

⑦　

介
護
予
防
の
推
進　

〈
重
点
施
策
〉

　

本
年
度
は
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
の
最
終
年
で
あ
り
、
昨
年
、
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
実
施
し
た
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
（
要
介
護
２
以
下
の
在
宅
生
活
者
・

回
収
率
95
・
３
%
）
の
分
析
結
果
を
基
に
介

護
予
防
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、

Ⅰ　

介
護
予
防
及
び
要
介
護
度
の
重
症
化
予

防
の
一
層
の
推
進

Ⅱ　

在
宅
介
護
と
在
宅
医
療
の
連
携
強
化
及

び
施
設
や
病
院
に
お
け
る
入
退
院
時
の

効
果
的
連
携

Ⅲ　

自
立
支
援
を
基
本
と
し
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
と
し
て
、『
自
立
』
と
『
要
支
援
』
を
行

き
来
す
る
高
齢
者
や
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
要
支
援

者
の
参
加
を
想
定
し
、
ホ
テ
ル
等
を
使
用
し

た
「
げ
ん
き
学
校
」
や
「
い
き
い
き
介
護
予

防
事
業
」、理
学
療
法
士
等
に
よ
る
「
在
宅
生

活
助
言
事
業
」、「
自
立
支
援
伝
道
師
（
介
護

予
防
ヘ
ル
パ
ー
）
派
遣
事
業
」
等
を
組
み
合

わ
せ
、
よ
り
「
元
気
高
齢
者
」
が
増
え
る
よ

う
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

医
療
、
介
護
及
び
生
活
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
が
有
機
的
に
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
、
認
知
症
の
方
へ
の
効
果
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
事
業
」
の
取
組
を
始
め
「
地
域
包
括

ケ
ア
」
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
と
教
育
の
振
興
◆

①　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

　
　

環
境
づ
く
り

②　

教
育
の
充
実　

〈
重
点
施
策
〉

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
学
校

改
革
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に

向
け
、
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
ト
ラ
イ
）
運
動
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織
を
基

盤
に
、
学
力
や
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
各
町
に
「
小
・
中
学
校
一
貫
教
育
ト
ラ

イ
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
本
市
独
自
の

連
携
型
小
・
中
一
貫
校
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
３
年
次
と
な
る
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
ふ
る
さ
と
豊
後
大
野
市
を
知
り
、

愛
し
、
未
来
を
考
え
る
『
ふ
る
さ
と
学
習
』

を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が

ら
小
・
中
９
年
間
を
通
じ
実
施
し
ま
す
。

③　

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備

④　

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
◆

①　

急
傾
斜
地
対
策
、

　
　

ハ
ー
ド
面
の
防
災
対
策

②　

携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
事
業

③　

自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力

　
　

の
充
実
・
強
化　

〈
重
点
施
策
〉

　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
あ
ら
ゆ
る
災
害
か

ら
守
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
度
か
ら
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
「
自
助
・
共
助
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
」
の
取
組
に
つ
い

て
、
大
災
害
時
の
減
災
対
策
と
し
て
、
本
年

度
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

防
災
講
習
会
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活
用

し
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
豪
雨
災
害
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
備
え
た
防
災
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
共
助
の
中
心
と
な
る
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
組

織
化
、
避
難
訓
練
等
の
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
活
動
事
業

費
補
助
金
を
設
け
、
防
災
資
機
材
の
整
備
に

対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
く

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
す
る
防
災
士
の
皆
さ

ん
も
、
４
月
に
は
約
３
０
０
人
と
な
る
見
込

み
で
、
今
後
の
防
災
対
策
、
対
応
を
考
え
る

と
大
変
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
更
な
る
新
規
養

成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
等
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
非
常
食
や

防
災
資
機
材
等
の
備
蓄

に
つ
い
て
は
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
位
置
づ

け
て
い
る
本
庁
・
支
所

庁
舎
に
分
散
備
蓄
し
て

ま
い
り
ま
す
。

④　

交
通
安
全
、

　
　

防
犯
対
策

⑤　

消
防
体
制
の

　
　

充
実

⑵
自
然
に
や
さ
し
く
、
環
境
を

　
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

①　

清
掃
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備

　
　

改
良
事
業

②　

太
陽
光
発
電
所
建
設
事
業

　
　

〈
重
点
施
策
〉

　

市
内
５
カ
所
の
市
営
太
陽
光
発
電
所
の
発

電
開
始
に
よ
り
、
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
が
図
ら
れ
、
売
電
収
入
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
人
々
の
生
活
と
ま
ち
の
発
展
を

　
支
え
る
基
盤
が
整
っ
て
い
る
ま
ち

①　

飲
料
水
の
安
定
供
給

　

（
新
浄
水
場
建
設
事
業
）〈
重
点
施
策
〉

　

水
道
は
市
民
生
活
、
社
会
活
動
に
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
水
道
事
業
の
目
的
で
あ
る
、

良
質
で
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
適
切
な
施
設
の
更
新
、
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
平
成
24
年
度
に
着
手
し

ま
し
た
新
浄
水
場
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
施
設
と
し

て
本
年
度
完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
水
道
事
故
の

防
止
、
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
続

き
管
路
図
の
調
査
、
電
子
化
を
実
施
し
、
維

持
管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

②　

生
活
排
水
の
衛
生
処
理
化
推
進

③　

生
活
道
路
、
住
宅
の
整
備

④　

定
住
促
進
事
業　

〈
重
点
施
策
〉

　

本
市
の
定
住
対
策
と
し
て
、
本
年
度
か
ら

新
た
な
定
住
促
進
制
度
に
基
づ
き
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
促
進
を
図
る
た
め
、

賃
貸
借
及
び
売
買
契
約
が
成
立
し
た
場
合
、

空
き
家
の
提
供
者
に
「
空
き
家
成
約
奨
励

金
」
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
有

効
活
用
及
び
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
市
外

か
ら
の
転
入
者
が
空
き
家
の
改
修
を
行
っ
た

場
合
に
は
「
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

ホテル等を使用した「げんき学校」の様子

　
本
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、
市
民
憲
章
に
謳
わ
れ
て
い
る
「
美
し
い
ま
ち
」、「
明
る
い
ま

ち
」、「
文
化
の
香
る
ま
ち
」、「
活
力
の
あ
る
ま
ち
」、「
温
か
い
ま
ち
」
の
五
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
具

現
化
す
る
た
め
、
本
市
の
総
合
計
画
で
は
、
さ
ら
に
八
つ
の
政
策
目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
こ
れ
ら
の
政
策
目
標
の
下も
と

に
各
種
事
務
事
業
を
予
算
化
し
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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⑴
人
に
や
さ
し
く
、

　
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

◆
健
康
づ
く
り
◆

①　

母
子
保
健
事
業

②　

生
活
習
慣
病
対
策

③　

自
殺
対
策
事
業

平成26年度　施政方針平成26年度　施政方針

④　

第
２
次
豊
後
大
野
市
健
康
づ
く
り

　
　

計
画
の
推
進

⑤　

食
育
推
進

⑥　

住
民
健
診
の
実
施

⑦　

介
護
予
防
の
推
進　

〈
重
点
施
策
〉

　

本
年
度
は
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
の
最
終
年
で
あ
り
、
昨
年
、
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
実
施
し
た
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
（
要
介
護
２
以
下
の
在
宅
生
活
者
・

回
収
率
95
・
３
%
）
の
分
析
結
果
を
基
に
介

護
予
防
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、

Ⅰ　

介
護
予
防
及
び
要
介
護
度
の
重
症
化
予

防
の
一
層
の
推
進

Ⅱ　

在
宅
介
護
と
在
宅
医
療
の
連
携
強
化
及

び
施
設
や
病
院
に
お
け
る
入
退
院
時
の

効
果
的
連
携

Ⅲ　

自
立
支
援
を
基
本
と
し
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
と
し
て
、『
自
立
』
と
『
要
支
援
』
を
行

き
来
す
る
高
齢
者
や
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
要
支
援

者
の
参
加
を
想
定
し
、
ホ
テ
ル
等
を
使
用
し

た
「
げ
ん
き
学
校
」
や
「
い
き
い
き
介
護
予

防
事
業
」、理
学
療
法
士
等
に
よ
る
「
在
宅
生

活
助
言
事
業
」、「
自
立
支
援
伝
道
師
（
介
護

予
防
ヘ
ル
パ
ー
）
派
遣
事
業
」
等
を
組
み
合

わ
せ
、
よ
り
「
元
気
高
齢
者
」
が
増
え
る
よ

う
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

医
療
、
介
護
及
び
生
活
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
が
有
機
的
に
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
、
認
知
症
の
方
へ
の
効
果
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
事
業
」
の
取
組
を
始
め
「
地
域
包
括

ケ
ア
」
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
と
教
育
の
振
興
◆

①　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

　
　

環
境
づ
く
り

②　

教
育
の
充
実　

〈
重
点
施
策
〉

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
学
校

改
革
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に

向
け
、
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
ト
ラ
イ
）
運
動
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
芯
の
通
っ
た
学
校
組
織
を
基

盤
に
、
学
力
や
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
各
町
に
「
小
・
中
学
校
一
貫
教
育
ト
ラ

イ
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
本
市
独
自
の

連
携
型
小
・
中
一
貫
校
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
３
年
次
と
な
る
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
ふ
る
さ
と
豊
後
大
野
市
を
知
り
、

愛
し
、
未
来
を
考
え
る
『
ふ
る
さ
と
学
習
』

を
、
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が

ら
小
・
中
９
年
間
を
通
じ
実
施
し
ま
す
。

③　

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備

④　

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
◆

①　

急
傾
斜
地
対
策
、

　
　

ハ
ー
ド
面
の
防
災
対
策

②　

携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
事
業

③　

自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力

　
　

の
充
実
・
強
化　

〈
重
点
施
策
〉

　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
あ
ら
ゆ
る
災
害
か

ら
守
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
度
か
ら
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
「
自
助
・
共
助
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
」
の
取
組
に
つ
い

て
、
大
災
害
時
の
減
災
対
策
と
し
て
、
本
年

度
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

防
災
講
習
会
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活
用

し
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
豪
雨
災
害
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
備
え
た
防
災
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
共
助
の
中
心
と
な
る
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
組

織
化
、
避
難
訓
練
等
の
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
活
動
事
業

費
補
助
金
を
設
け
、
防
災
資
機
材
の
整
備
に

対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
く

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
す
る
防
災
士
の
皆
さ

ん
も
、
４
月
に
は
約
３
０
０
人
と
な
る
見
込

み
で
、
今
後
の
防
災
対
策
、
対
応
を
考
え
る

と
大
変
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
更
な
る
新
規
養

成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
等
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
非
常
食
や

防
災
資
機
材
等
の
備
蓄

に
つ
い
て
は
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
位
置
づ

け
て
い
る
本
庁
・
支
所

庁
舎
に
分
散
備
蓄
し
て

ま
い
り
ま
す
。

④　

交
通
安
全
、

　
　

防
犯
対
策

⑤　

消
防
体
制
の

　
　

充
実

⑵
自
然
に
や
さ
し
く
、
環
境
を

　
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

①　

清
掃
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備

　
　

改
良
事
業

②　

太
陽
光
発
電
所
建
設
事
業

　
　

〈
重
点
施
策
〉

　

市
内
５
カ
所
の
市
営
太
陽
光
発
電
所
の
発

電
開
始
に
よ
り
、
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
が
図
ら
れ
、
売
電
収
入
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
人
々
の
生
活
と
ま
ち
の
発
展
を

　
支
え
る
基
盤
が
整
っ
て
い
る
ま
ち

①　

飲
料
水
の
安
定
供
給

　

（
新
浄
水
場
建
設
事
業
）〈
重
点
施
策
〉

　

水
道
は
市
民
生
活
、
社
会
活
動
に
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
水
道
事
業
の
目
的
で
あ
る
、

良
質
で
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
適
切
な
施
設
の
更
新
、
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
平
成
24
年
度
に
着
手
し

ま
し
た
新
浄
水
場
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
施
設
と
し

て
本
年
度
完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
水
道
事
故
の

防
止
、
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
続

き
管
路
図
の
調
査
、
電
子
化
を
実
施
し
、
維

持
管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

②　

生
活
排
水
の
衛
生
処
理
化
推
進

③　

生
活
道
路
、
住
宅
の
整
備

④　

定
住
促
進
事
業　

〈
重
点
施
策
〉

　

本
市
の
定
住
対
策
と
し
て
、
本
年
度
か
ら

新
た
な
定
住
促
進
制
度
に
基
づ
き
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
促
進
を
図
る
た
め
、

賃
貸
借
及
び
売
買
契
約
が
成
立
し
た
場
合
、

空
き
家
の
提
供
者
に
「
空
き
家
成
約
奨
励

金
」
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
有

効
活
用
及
び
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
市
外

か
ら
の
転
入
者
が
空
き
家
の
改
修
を
行
っ
た

場
合
に
は
「
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

平成27年３月の完成に向け着々と建設工事が進む新浄水場
（三重町百枝）

３月15日、16日に朝地公民館にて行われた大分県防災士養成研修の様子



３月14日に開催された第１回ジオガイド養成講座には、
市内外から約70人の方が参加された

62014.5ぶんごおおの

　

持
家
取
得
対
策
と
し
て
、
市
外
か
ら
の
転

入
者
に
対
し
、
市
内
建
設
業
者
等
を
活
用
し

持
家
を
取
得
し
た
場
合
、
取
得
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
「
持
家
取
得
助
成
金
」
の
事
業

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
へ
の
定
住
促
進
と
し
て
、

低
価
格
で
豊
後
大
野
市
の
特
色
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
住
宅
構
想
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

⑤　

地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

⑥　

葬
斎
場
の
整
備　

〈
重
点
施
策
〉

　

市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
葬
斎
場
建

設
に
向
け
て
、
三
重
葬
斎
場
の
新
築
更
新
、

大
野
葬
斎
場
の
増
築
更
新
工
事
を
本
年
度
中

に
完
成
さ
せ
、
両
施
設
の
供
用
開
始
を
行
い

ま
す
。

⑦　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
対
応
業
務

⑷
産
業
が
発
展
し
、

　
活
気
に
満
ち
て
い
る
ま
ち

①　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

　
　

販
売
戦
略
の
構
築　

〈
重
点
施
策
〉

　

「
大
分
の
野
菜
畑　

豊
後
大
野
」
の
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
売
れ
る
も
の
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
市
場
動

向
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
調
査
分
析
等
に
よ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
と
多
様
な
連
携
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た

売
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

②　

地
域
に
根
差
し
た

　
　

力
強
い
経
営
体
の
育
成

③　

産
地
収
益
力
向
上
を
目
指
し
た

　
　

土
地
利
用
の
推
進

④　

畜
産
振
興

⑤　

商
工
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化

　
　

の
推
進

⑥　

鳥
獣
被
害
対
策

⑦　

林
業
振
興

⑧　

農
業
農
村
整
備
事
業

⑨　

商
工
業
振
興
事
業

⑩　

企
業
誘
致
・
雇
用
の
確
保
創
造
事
業

⑪　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
〈
重
点
施
策
〉

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
機
に
、
本
市
が
地
質

的
・
文
化
的
に
極
め
て
優
れ
た
地
域
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
「
お
お
い
た
豊
後
大
野

ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
振
興
、
教
育
活
動
の
進
展
に
結
び
つ
け

て
い
け
る
よ
う
引
き
続
き
ジ
オ
パ
ー
ク
事
業

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割
を
担
う
「
豊
後

大
野
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
（
仮
称
）
」
の
本

年
度
中
の
設
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

⑸
交
流
と
賑
わ
い
が
あ
り
、

　
い
き
い
き
と
し
て
い
る
ま
ち

①　

社
会
教
育
（
公
民
館
活
動
）
の
充
実

　
　

〈
重
点
施
策
〉

　

公
民
館
は
、
こ
れ
ま
で
生
涯
学
習
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
そ
の
成
果
を
生

か
し
、
地
域
に
お
け
る
活
動
へ
と
つ
な
げ
、

地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
環
境
や
家
庭
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
昨
今
、
市
民
の
絆
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
学
校
、
そ
し
て
人
と
を
結
び
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動
拠
点

と
し
て
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を

ヨガの教室の様子
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平成26年度　施政方針平成26年度　施政方針
担
う
人
材
を
配
置
す
る
な
ど
公
民
館
組
織
の

体
制
強
化
を
図
り
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
民

館
、
行
き
た
く
な
る
公
民
館
を
目
指
し
、
一

層
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

③　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

④　

文
化
財
・
伝
統
文
化
の
保
護
と
継
承

⑤　

芸
術
・
文
化
振
興
事
業
の
充
実

⑹
地
域
や
市
民
が
多
様
な
ふ
れ
あ
い
・

　
支
え
あ
い
を
育
ん
で
い
る
ま
ち

①　

人
権
教
育
啓
発
の
推
進

②　

人
権
同
和
教
育
推
進
事
業

③　

男
女
共
同
参
画
事
業

⑺
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

　
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
ま
ち

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業

　

〈
重
点
施
策
〉

　

住
民
自
治
の
実
現
と
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
と

行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
策
定
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、「
新
た
な
地
域

づ
く
り
」
に
取
り
組
む
組
織
に
対
し
、
新
た

に
地
域
づ
く
り
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
小
規
模
集
落
対
策
事
業
を
実

施
し
た
地
域
振
興
協
議
会
を
対
象
に
、
地
域

で
予
算
の
配
分
や
使
途
を
考
え
、
自
主
的
な

「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
を
実

施
す
る
財
源
と
し
て
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
、
新
た
な
地
域
協
議
会
設
立
の
た
め
の

経
費
に
対
し
「
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
」

を
交
付
し
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑻
主
体
的
で
自
立
的
な

　
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
ま
ち

行
財
政
改
革
の
推
進

　

「
第
２
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」（
以
下
「
第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」と
い
う
。）は
、平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
５
年
間
計
画
で
本
年
は
そ
の
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
本
年
度
は
、
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
10
割
保
障
が

終
了
す
る
年
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
始

ま
る
普
通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
に
向
け
、

本
市
に
お
け
る
将
来
の
財
政
基
盤
を
構
築
し

て
い
く
極
め
て
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
国
は
合
併
自
治
体
の
合
併

後
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税

の
算
定
見
直
し
を
、
本
年
度
以
降
５
カ
年
か

け
て
進
め
る
方
針
で
あ
る
た
め
、
当
初
見
込

み
額
よ
り
縮
減
幅
は
小
さ
く
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
普
通
交
付
税

全
体
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に

か
け
段
階
的
な
縮
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
普
通
交
付
税
算
定
に
あ
っ
て

は
、
地
域
経
済
活
性
化
と
併
せ
て
行
財
政
改

革
努
力
へ
の
取
組
を
反
映
さ
せ
る
方
法
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
行
財
政
改
革
へ
の
更

な
る
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
人
件
費
、
公
債
費
及
び
物

件
費
・
補
助
費
等
を
柱
と
し
た
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
第
２
期

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
達
成
に
向
け
徹
底
し
た

推
進
を
行
う
と
と
も
に
、
最
終
段
階
と
な
る

「
第
３
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
新
た
な
取
組
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
取
組
を
達
成
す
る
た
め
、

組
織
の
簡
素
化
や
事
業
効
果
を
検
証
す
る
た

め
事
務
事
業
評
価
の
積
極
的
な
体
制
づ
く
り

と
併
せ
て
、
市
民
、
関
係
団
体
の
方
々
の
御

理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
事
業
の
選
択

と
集
中
に
よ
る
取
捨
選
択
、
公
共
施
設
の
見

直
し
及
び
補
助
金
等
の
見
直
し
等
を
行
う
と

と
も
に
、
市
税
等
の
収
入
財
源
の
確
保
を
着

実
に
進
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
確

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３月25日に行われた地域づくり事業協定書調印式の様子

①木質バイオマス発電所……………………Ｐ３
自然エネルギー事業を手掛けるファーストエスコ
（東京都）グループは、本市三重町に木質バイオマ
ス発電所を建設する。出力は１万８千キロワットで、
バイオマス発電では県内最大となる。

②ユネスコエコパーク………………………Ｐ３
世界遺産が、手つかずの自然を守ることを原則とす
る一方、ユネスコエコパークは、生態系の保全と持
続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）を
目的とする取組。

【 用 語 解 説 】
③大型観光キャンペーン（DC）　
　ＪＲデスティネーションキャンペーン…Ｐ３
旅客６社と指定された自治体、地元の観光事業者等
が協働で実施する大型観光キャンペーンのこと。

④コミュニティ・スクール…………………Ｐ４
学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合
い、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を
支えていく「地域とともにある学校づくり」を進め
る仕組み。
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一般会計予算

260億8,000万円260億8,000万円
　前年度に比べ、義務的経費が2億4,671万円（△1.8％）の減、
投資的経費が20億3,080万円（64.9％）の増、その他の経費
が5億9,586万円（△7.3％）の減となっています。
　主な増減理由としては、本格実施される、葬斎場建設事業や
清掃センター基幹的改良事業、三重総合グラウンド本部棟改修
事業等の普通建設事業費が22億9,622万円（94.0％）の増、
消費税の引き上げに伴い実施される臨時給付金事業（臨時福祉
給付金事業、子育て世帯臨時特例給付金事業）等の補助費等が
2億2,778万円（9.1％）の増、繰出金が太陽光発電所建設完了
等で8億4,836万円（△32.1％）の減などとなっています。
　目的別では、衛生費、民生費が上記増減理由により、それぞ
れ9億2,223万円（28.3％）、4億6,597万円（6.7％）の増と
なっているほか、起債の繰上償還を行ったこと等により公債費
が1億8,667万円（△4.5％）減などとなっています。

歳　出
　本年度の自主財源（市が自主的に収入できるお金）の割合は
約19.1％となっており、依然として地方交付税や市債などの依
存財源（国や県から交付されるお金や借金）に頼らざるを得な
い状況となっています。
　自主財源の基本となる市税は28億7,861万円で、前年度に比
べて2,163万円（0.8％）の増となっています。また、今年度
からは、昨年度整備した太陽光発電所の発電収入分として
9,180万円を太陽光発電事業特別会計より繰入れることを予定
しています。
　一方、依存財源である地方交付税は、前年度に比べて1億
5,927万円（△1.4％）減の114億54万円となっています。また、
地方交付税は合併算定替による特例措置の段階的縮減により、
平成27年度からは地方交付税の減額が見込まれていることから、
さらなる自主財源の確保に努めていかなければなりません。

歳　入

※H25年度の当初予算は骨格予算だったため、増減比較は、Ｈ25年度補正予算（第１号）後との比較です。

一般会計予算の主な事業

○地域公共交通活性化事業
　８１,８１４千円
コミュニティバス・あいのりタクシーの運行を
行います。

○地域活動支援事業
　４,５８４千円
地域の創意・工夫・責任によって行う、特色ある
地域づくり事業を支援します。

○全国神楽大会事業
　１４,２７４千円
豊後大野市で開催される全国神楽大会実行委員
会に対し補助を行います。

総務費
○子ども医療費助成事業
　１１７,０４７千円
中学３年生までの子どもに係る医療費の自己負
担分を全額補助します。

○葬斎場建設事業
　８９７,９６６千円
三重葬斎場・大野葬斎場の新増設を行います。

○清掃センター基幹的設備改良事業
　１,１９８,５５９千円
施設の長寿命化などを目的に基幹的設備の改良
工事を行います。

衛生費
○木質バイオマス発電所用地造成事業
　１９０,６００千円
雇用対策、再生可能エネルギーの推進及び林業
振興のため、木質バイオマス発電所の用地造成
等を行います。

○ジオプロジェクト推進事業
　１４,４４５千円
日本ジオパーク認定後の活動の推進を行います。

商工費

○道路橋梁新設事業 
　６１７,２４４千円
市道の改良工事を行います。

○市営住宅整備事業 
　３１１,３７０千円
朝地住宅の建設、菅尾住宅の建替等を行います。

土木費

○消防東分署建設事業
　９８,１９３千円
消防東分署の建替えを行います。

消防費

○スクールバス運行管理事業
　４６,５２１千円
児童・生徒の通学手段の確保を行います。

○三重総合グラウンド本部棟改築工事
　１６４,９１４千円
三重総合グラウンド本部棟の改築を行います。

教育費

○インキュベーションファーム事業
　１１,７８７千円
研修ファームにて農業起業者を育成し、次代の
豊後大野市農業の浮揚を図ります。

○園芸産地整備事業
　５８,３８７千円
園芸産地づくりを推進するための施設等の整備
に対する補助金を交付します。

○優良雌牛確保対策事業
　１０,１７７千円
地域で特色を持った雌牛を保留し、次の世代に
引き継ぐための助成を行います。

○椎茸生産基盤整備事業
　２６,４５８千円
全国に誇る椎茸産地として生産量の拡大を図る
ために、施設整備に対して助成を行います。

農林水産業費
○臨時福祉給付金事業
　１８４,９３１千円
○子育て世帯臨時特例給付金事業
　４２,６８４千円
消費税の引き上げによる低所得者、子育て世帯
への影響を緩和するため給付金を支給します。

○障がい福祉サービス事業
　９７１,２３８千円
障がいを有する在宅者や施設入所者の支援を
行います。

○認知症予防推進対策事業
　２,２７２千円
認知症の人やその家族を支援する事業を行います。

○地域包括ケア拠点施設建設事業
　８８,５６０千円
新たな介護予防拠点施設を建設します。

民生費
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平成26年度　特別会計当初予算

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

公 共 下 水 道 特 別 会 計

浄 化 槽 施 設 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

太 陽 光 発 電 事 業 特 別 会 計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

上 水 道

特 別 会 計

予算額会　計　区　分

5,302,036 

589,700 

6,789,212 

252,538 

91,371 

50,770 

303,001 

130,003 

265,169 

221,356 

1,556,503 

1,737,839 

3,331,638 

3,585,463 

174,263 

252,500

(単位：千円）

病 院 事 業

特 別 会 計

歳　入　内　訳

市税
28億7,861万円
（11.0％）

使用料・手数料
４億9,912万円

（1.9％）

①

地方交付税
114億54万円
（43.7％）

国・県支出金
53億5,376万円
（20.5％）

市債
34億9,290万円
（13.4％）

②

自主財源
19.1％

依存財源
80.9％

①その他自主財源　　16億　963万円(6.2%)
　・諸収入　　　　　1億8,650万円(0.7%)
　・分担金、負担金　5億3,008万円(2.0%)
　・繰入金　　　　　2億　796万円(0.8%)
　・財産収入　　　　3億7,879万円(1.5%) 
　・寄附金　　　　　　　　630万円(0.0%)
　・繰越金　　　　　3億　　　　円(1.2%)

②その他依存財源　　8億4,544万円(3.2%)
　・地方譲与税　　　3億5,010万円(1.3%)
　・地方交付金　　　4億9,534万円(1.8%)

④その他の歳出　　　　3億6,935万円(1.4%)
　　維持補修費　　　　2億2,634万円(0.9%)　
　　積立金　　　　　　　　5,881万円(0.2%)
　　投資、出資、貸付金　　3,420万円(0.1%)
　　予備費　　　　　　　　5,000万円(0.2%)

※その他の経費に予備費を含む

③その他の歳出　　12億　　49万円(4.6%)
　商工費　　　　　　4億7,808万円(1.8%)
　災害復旧費　　　　4億4,710万円(1.7%)　
　議会費　　　　　　2億1,412万円(0.8%)
　予備費　　　　　　　　5,000万円(0.2%)　
　労働費　　　　　　　　1,119万円(0.0%)

歳出（目的別）内訳歳出（性質別）内訳

④

人件費
54億4,654万円
(20.9%)

公債費
39億4,460万円
(15.1%)

扶助費
39億473万円
(15.0%)

普通建設事業費
47億3,926万円
(18.2%)

災害復旧事業費
4億1,908万円
(1.6%)

物件費
27億3,386万円
(10.5%)

補助費等
27億3,047万円
(10.5%)

繰出金
17億9,211万円
(6.9%)

義務的
経費
51.0％投資的

経費
19.8％

その他
の経費
29.2％

民生費
73億7,403万円
(28.3%)

衛生費
41億8,670万円
(16.1%) 

公債費
39億4,460万円
(15.1%)

総務費
31億9,449万円
(12.2%) 

教育費
18億8,561万円
(7.2%)

農林水産業費
17億8,170万円
(6.8%)

土木費
15億3,488万円
(5.9%)

消防費
9億7,750万円
(3.7％)

③

（注）構成比については、表示単位未満四捨五入等の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。

※財政の詳しい内容は、ホームページでも公開しています。市のホームページ（トップページ）⇒分野別⇒政策・財政・管財・各種計画・人事・その他⇒財政

問い合わせ先　財政課 財政係　　☎ 0974－22－1001（内線 2423）　　 9－22－1001（内線 2423）
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「臨時福祉給付金」および
「子育て世帯臨時特例給付金」に関するお知らせ

　４月からの消費税率の引き上げに伴い、所得の低い方・子育て世帯に与える負担の影響に考慮し、
暫定的・臨時的な措置として２つの給付金事業が実施されます。

◇臨時福祉給付金◇◇子育て世帯臨時特例給付金◇

●支給対象者
平成26年度分の住民税均等割が課税されてない方が
対象です。
 　
※ただし、
　・課税されている方に扶養されている場合
　・生活保護の受給者である場合
　　　　　　　　　　　　　　　　などは除きます。
　　

●支給額
対象者１人につき、10,000円
　
下記該当者には１人につき、5,000円を加算します。

老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金

児童扶養手当、特別障害者手当

　　　　　　　　　　　　　　　等の受給者など
　　

●申請手続
申請書は平成26年度住民税が確定した後に支給対象
と思われる方に送付する予定です。
ただし、税の申告が必要な方で未申告の場合は、申
請書が届かない場合があります。
　　

●申請期間
平成26年７月上旬から３カ月間を予定しています。

●支給対象者
平成26年１月分の児童手当・特例給付の受給者で
あって、平成25年の所得が児童手当の所得制限額に
満たない方
　

●対象児童
支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付
の対象となる児童
（申請時に中学校を卒業している場合でも対象児童
に含まれます）
　 ※ただし、
　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　・生活保護の受給者となっている児童
　　　　　　　　　　　　　　　　などは除きます。
　
●支給額
　対象児童１人につき、10,000円
　

●申請手続
申請書は平成26年度住民税が確定した後に支給対象
と思われる方に送付する予定です。
ただし、公務員の方（児童手当を所属庁から受給し
ている方）は、市からの通知はありません。また所
属庁から証明書を発行してもらう必要があります。
　

●申請期間
平成26年７月上旬から３カ月間を予定しています。

注 意 点 に つ い て
●受け取ることができる給付金はどちらか１つです。
●２つの給付金の申請先は、平成26年１月１日時点で
住民登録がされている市区町村になります。
●申請期間以外の申請や平成26年１月１日時点で豊後
大野市に住民票がない方の申請は受け付けられません
のでご注意ください。
●申請期間などは、各市区町村により異なります。豊後
大野市以外が申請先となる方は、事前にその市区町村
に問い合わせるか、ホームページなどで確認するよう
にしてください。

問い合わせ先
●臨時福祉給付金
　社会福祉課 総務監査係　 ☎0974-22-1001（内線 2145）
●子育て世帯臨時特例給付金
　社会福祉課 こども支援室 ☎0974-22-1001（内線 2157）

ご注意ください！ご注意ください！ご注意ください！ご注意ください！
給付金支給を装った、
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」
給付金支給を装った、
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」
●市役所や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金
自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

●市役所や厚生労働省などが、今回の給付金を支給するために、
手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません。

●現時点で、市民の皆さまの世帯構成や銀行口座の番号などの個
人情報を照会することは、絶対にありません。

☆ご自宅や職場などに市役所や厚生労働省（の職員）
などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届い
たら、迷わず、市役所や最寄りの警察署

（または 警察相談専用電話 ＃9110 ）に
ご連絡ください。
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問い合わせ先　まちづくり推進課 地域振興係　　☎ 0974－22－1001（内線 2446）　　 9－22－1001（内線 2446）

新たな定住施策がはじまりました。
　豊後大野市では、人口減少による税収や商業施設の減少、地域コミュニティの弱体化（地域の祭りの消滅な
ど）、学校の統合などの問題に直面しています。そこで定住人口の維持と小規模集落の維持・活性化、市内商工
業の活性化を図るために下記の事業を始めました。

移住者
を募っ

て

　　　
　人口

増加、

地域の
活性化

を！

豊後大野市の人口の推移及び推計 豊後大野市の人口減少による課題
◆人口：38,482人 (H24.10.1現在)

◆人口推計

H10

H15

H20

44,079人

42,387人

40,026人

10年間で
約4,000人
　　　 の減少

今後も人口は
減少していく

資料：国立社会保障・人口問題研究所
『日本の市区町村別将来推計人口』

※各年10月1日現在の毎月流動人口調査より

H27

H32

H37

H42

H47

37,055人

34,560人

32,105人

29,845人

27,708人

◆税収の減少、需要の減少
　◆商業施設の減少
　　◆公共交通路線の廃止・運行本数の減少
　　　◆医療施設の減少
　　　　◆公共施設の減少

◆地域コミュニティの崩壊
　（地域の祭りの消滅、共同作業継続が困難）
　　　◆後継者不足、遊休農地の拡大
　　　　　◆小中学校の統合

地域の魅力の低下

人口の減少

負
の
連
鎖

▲上段の人口推移をみると人口減少は顕著であり、それに伴う地域コミュニティの崩壊など負の連鎖が考えられます。

① 持家取得助成金
■補助対象者（Ｕ・Ｉターン者）

●平成26年４月１日以降に住宅の取得に係る契約を
締結し、当該住宅の登記名義人であり次のいずれか
に該当する方
１．契約締結の日より前に５年以上市外に居住して
いた方

２．市内に住所を移したのが、契約締結の日より前
１年以内であり、市内に住所を移す前に市外に
５年以上居住していた方

 　■対象経費および補助金の額　

●新築または新築住宅の購入の場合1,000万円未満、
中古住宅の購入の場合500万円未満は助成対象と
しません。

●小規模集落にて住宅の取得をされ、以下に該当する
場合は、加算されます。
○　世帯責任者が、45歳未満である方
　　……………………………………20万円の加算
○　義務教育終了前の子どもがいる方
　　………………………１名あたり10万円の加算
※小規模集落とは、65歳以上の人口が50％以上の集落

② 空き家改修補助金
■補助対象者（Ｕ・Ｉターン者）　

●豊後大野市空き家バンクの利用登録者である方
●平成26年４月１日以降に空き家の購入または賃借
の契約をした登記名義人又は賃借人のうち次のいず
れかに該当する者
１．契約締結の日より前に５年以上市外に居住して
いた方

２．市内に住所を移したのが、契約締結の日より前
１年以内であり、市内に住所を移す前に市外に
５年以上居住していた方

 　■対象経費および補助金の額

１．空き家の改修を市内業者にて行い、改修に要す
る経費が50万円以上であること。

２．対象経費は２分の１以内
補助金の上限額は下記のとおり

　
 ③ 空き家成約奨励金
■交付対象者
豊後大野市空き家バンクに物件登録し、その空き家
について売買契約又は賃貸借契約等を行った方

■奨励金の額…10万円

※持家取得助成金、空き家改修補助金、空き家成約奨励金については、他にも要件がございますので詳しくは下記までお問い合わせください。

新築および新築購入

中古購入

市内業者 市外業者

100万円 30万円

50万円 小規模集落

その他地域

購　入 賃　借

100万円 50万円
80万円 40万円

※小規模集落とは、65歳以上の人口が50％以上の集落
※持家取得助成金を交付された方は該当しません。
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次世代を生きる子どもたちに、豊かな生活環境と希望ある未来を

　昨年12月より学校跡地などの遊休公有地
計５カ所に太陽光発電所の建設を行ってき
ましたが、うち３カ所が九州電力との連系
が整い、４月10日に第３発電所（旧上緒方
小学校跡地）にて上記発電開始式が執り行
われました。
　当太陽光発電所は、国の再生可能エネル
ギー電気の固定価格買取制度により、今後
20年間、九州電力へ売電していきます。
　今後も豊後大野市では、次の世代を生き
る子どもたちに豊かな生活環境と希望ある
未来を育むためにも、再生可能エネルギー
の普及促進に努めてまいります。 ▲多くの来賓の皆さんと発電開始のテープカット

▲
起
動
ボ
タ
ン
を
押
す
橋
本
市
長

車両のデザインは大野川と三重川を表した２本の
青ラインと２線放水のラインを表現しています。

▲

　平成25年度車両資機材整備事業で消防本
部消防署本署（三重）の水槽付消防ポンプ自
動車を更新しました。
　消防本部では本署・３分署に水槽付消防ポ
ンプ自動車を配備しており、消防車両を計画
的に更新し豊後大野市全域の消防体制の充実
強化を図っています。

　平成25年度車両資機材整備事業で消防本
部消防署本署（三重）の水槽付消防ポンプ自
動車を更新しました。

消防署の消防車を
　　　　　更新しました

豊後大野市太陽光発電所発電開始式

　回を重ねて、チューリップフェスタも今年で22回目を迎え、すっかり大分県の春の風物詩として定着した
ようで、４月５日から20日までのフェスタ期間中には平日も県内外から多くの皆さんが会場（原尻の滝周
辺）に訪れ、色とりどり、100種類50万本のチューリップを楽しんでいました。
　13日、19日、20日には、現在、熊本のテレビ・ラジオ番組で活躍され、今年４月からは、県内テレビ局の
夕方情報番組にもレギュラー出演中の中華首藤さん（大野町出身）も会場を盛り上げ、一段と笑顔の花を咲か
せていました。

豊後大野に春到来

▲「私は初めての
　　チューリップフェスタ」、
　　「きれいだね」

すっかり春の風物詩すっかり春の風物詩

未来を育むためにも、再生可能エネルギー
▲多くの来賓の皆さんと発電開始のテープカット

　回を重ねて、チューリップフェスタも今年で22回目を迎え、すっかり大分県の春の風物詩として定着した　回を重ねて、チューリップフェスタも今年で22回目を迎え、すっかり大分県の春の風物詩として定着した
ようで、４月５日から20日までのフェスタ期間中には平日も県内外から多くの皆さんが会場（原尻の滝周ようで、４月５日から20日までのフェスタ期間中には平日も県内外から多くの皆さんが会場（原尻の滝周
辺）に訪れ、色とりどり、100種類50万本のチューリップを楽しんでいました。辺）に訪れ、色とりどり、100種類50万本のチューリップを楽しんでいました。
　13日、19日、20日には、現在、熊本のテレビ・ラジオ番組で活躍され、今年４月からは、県内テレビ局の　13日、19日、20日には、現在、熊本のテレビ・ラジオ番組で活躍され、今年４月からは、県内テレビ局の
夕方情報番組にもレギュラー出演中の中華首藤さん（大野町出身）も会場を盛り上げ、一段と笑顔の花を咲か夕方情報番組にもレギュラー出演中の中華首藤さん（大野町出身）も会場を盛り上げ、一段と笑顔の花を咲か

豊後大野に春到来豊後大野に春到来 チューリップフェスタ２０１４

「これからも、ふるさと豊後大野を
　ＰＲしていきますよ！」と会場を
　盛り上げた中華首藤さん。

▲

▲「ハイ！チーズ」
　いい思い出ができたかな？
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日本学校保健会・県学校保健会

平成25年度健康教育推進学校 優良校受賞報告
　大野中学校が健康優良学校として上記賞を受賞され、３
月19日、大野中学校の関係者の皆さんが市長へ受賞報告
に訪れました。
　当中学校では、一昨年から月1回の「弁当の日」を設定
し取組を行い、「親」、「生産者」、そして「いのち」への感
謝の気持を育んできました。こうした取組は親子の対話の
機会も増え、体だけではなく、心を育てるうえで大きな成
果につながっています。このような皆さんの取組が評価さ
れこの度の受賞となり、衞藤凱治生徒会長（当時）が
「100％の自立を目指して取り組んできました。本当に受
賞してうれしいですし、取り組んできてよかったと感じて
います」と市長へ報告を行いました。

▲藤村 暢校長（当時）
　田尻 晃輝さん、亀井 雅輝さん、衞藤 凱治さんいます」と市長へ報告を行いました。
▲藤村 暢校長（当時）
　田尻 晃輝さん、亀井 雅輝さん、衞藤 凱治さん

100歳のお誕生日おめでとうございます100歳のお誕生日おめでとうございます

　３月23日、三重町小坂の佐藤スミヱさんが100歳のお誕生日を迎えられました。
　同町松尾のご出身というスミヱさん、ご結婚後、小坂へ移り住み、ご主人とともに農業に従事されてきまし
た。早くからご主人が体調を崩され、農業の合間に土木作業にも従事されてきたそうで、現在入所されている
老人施設の職員の方には「若いころから苦を見たのに、な
ぜ、長生きできているのか驚いています」と言われること
もあるのだとか。
　施設のデイサービスで週一回、温泉に入ることが楽しみ
の一つと語られるスミヱさん、「温泉がご長寿の秘訣なの
では」と伺うと「そうかもしれませんね」とお答えいただ
きました。
　古新聞を折って、ごみ入れを作り、施設の皆さんにお配
りをするなど手先も器用なスミヱさん、いつまでもお元気
でお過ごしください。

▲慶祝状を手にする古庄サカヱさん

▲笑顔で慶祝状を受け取る佐藤スミヱさん

　３月18日、緒方町天神の古庄サカヱさんが100歳のお誕生日を迎えられました。
　同町小宛のご出身というサカヱさん、ご結婚後、天神へ
移り住み、ご主人とともに農業に従事されてきました。
「幼い頃から兄弟の守りをしてきたり、農作業で体を鍛え
ていたので、これまで大病を患ったことはありません」と
語るサカヱさんに市長がご長寿の秘訣を伺うと「何でもよ
く食べることです」とお答えいただきました。週２回、デ
イサービスに通われ利用者の皆さんと昔のお話をすること
が楽しみというサカヱさん、テレビもよく見るそうで、特
に時代劇が好きなのだとか。
　95歳過ぎまでゲートボールをされていたサカヱさん、今
も食事は自ら調理されています。いつまでもお元気でお過
ごしください。

今も食事は自ら調理　古庄 サカヱ さん（緒方町）

温泉に入ることが楽しみのひとつ　佐藤 スミヱ さん（三重町）
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地域の市民が主体の
地域づくりを
地域の市民が主体の
地域づくりを 地域づくり事業　協働協定書調印式

　３月19日、市役所正庁ホールにて、小野泰秀市議会議長、佐
藤辰己市議会総務常任委員長の立会のもと、上記調印式が行われ
ました。対象地域は「土師振興協議会（大野町）」、「長谷川地区振
興協議会（緒方町）」、「松尾・鷲谷振興協議会（三重町）」。それぞ
れの協議会は広域的にまとまった地域で、地域の課題を解決する
ための将来像を示した「地域づくり計画書」を策定し、地域と市
との役割分担を明確にするための協働協定書に調印をしました。
　３つの協議会を代表して松尾・鷲谷振興協議会の高野千代徳会
長から「地域で策定した計画に沿って、地域の市民が主体の地域
づくりを市と共に目指したい」とあいさつを述べられました。

　３月22日、市教育会館（三重町）で「緑の奨学金」
贈呈式が行われました。この奨学金は、農林業を志
して高校へ進学する生徒を支援するもので、本市の
退職・現職教職員等有志の皆さんからなる「緑の奨
学会」（会長　後藤宏二　氏）が実施しています。
　第４回となる今年、贈呈を受けられた方々は、緒方
中の森岡稜さん、三代貴裕さん、大野中の後藤恭子さ
んの３名。「今後しっかり勉強をして豊後大野の農林
業を支える一員としてがんばっていきたいです」等、
それぞれから力強い決意表明が述べられました。

　４月１日、市役所交通指導員退任式・新指導員辞令交付式が行われ
ました。
　３月31日付で退任されたのは三重町の佐々木裕志さん（33年在任）、
緒方町の後藤安彦さん（30年在任）、大野町の平尾十六さん（14年在
任）です。皆さんは交通安全街頭指導など地域の交通事故防止に永き
に亘りご尽力いただきました。ありがとうございました。
　新指導員として辞令を交付された方は、三重町の深田文男さん、大
野町の三代重吉さんです。本市から事故ゼロを目指して、ご協力よろ
しくお願いします。

　４月９日、東京都椿山荘において、「豊後大野市
農業委員会だより」（発行：市農業委員会）が全国コ
ンクール「全国農業新聞特別賞」を受賞し、全国表
彰を受けました。「農業委員会だより」は、農業委員
が「皆さんに少しでもお役に立てれば」との思いで
編集を行っており、年２回全戸配付しております。
　「この賞を励みに、今後も、より身近に感じていた
だける農業委員会だよりの作成に委員一丸となって
取り組んでまいります」と後藤敏生市農業委員会会
長。誠におめでとうございます。

緑の奨学金 贈呈式

▲多くの関係者、ご来賓の皆さんとともに
 「がんばるぞ！」とガッツポーズ

交通指導員退任式・辞令交付式交通指導員退任式・辞令交付式

▲退任された皆さんは、交通指導だけではなく、子どもたちの見守り活動にもご尽力されてきました。

▲賞状を囲んで笑顔の一枚。皆さん、本当におめでとうございます！

見事！市農業委員会だよりが全国表彰受賞
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　３月12日、清川町なかよしミ
ニバレーボール大会が清川中体育
館で開催されました。
　なかよしチームや職場チーム、
ご近所さんチーム、若人チーム
等々11チームの参加がありまし
た。ナイスプレー、お笑いプレーも
多くあり楽しい大会となりました。

結果は次のとおりです
優　勝
　プレミアムチーム
準優勝
　あしたこよみチーム
第３位
　うどん屋さんチーム
第４位
　ときめき♡チーム

▲優勝　プレミアムチーム

千歳野球スポ少が５大会連続優勝で有終の美を飾る！

第18回 豊後大野市少年野球大会
　上記大会が３月21日、22日、千歳総合運動公園野球場で開催されまし
た。６年生にとっては最後となる大会で10チームが参加し熱戦を繰り広
げた結果、千歳野球スポーツ少年団が優勝し、有終の美を飾りました。
　また、開会式では平成25年度のベストプレーヤーが表彰されました。

▲優勝　千歳野球スポーツ少年団

結果等は次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　【敬称略】

【大会結果】
優　勝　千歳野球スポーツ少年団
準優勝　朝地はやぶさ
３　位　新田ニューボーイズ
　　　　緒方野球スポーツ少年団

【ベストプレーヤー】
武藤　俊介（千歳野球スポーツ少年団）
浦松　　遼（千歳野球スポーツ少年団）
神田　龍大（三重サンライズ）
武田　聖弥（三重レッドソックス）
森　　響生（朝地はやぶさ）
野脇　瑠奈（大野ファイターズ）
鞭目　玲於（清川野球スポーツ少年団）
大村　　蓮（犬飼野球少年団）
三代　崇貴（緒方野球スポーツ少年団）
深田　俊輔（新田ニューボーイズ）
米谷　敦紀（百枝若あゆ野球少年団）

第57回
三重町さくらロードレース大会について
　３月23日、三重町さくらロードレース実
行委員会主催により上記大会を開催しました。
　コースは、エイトピアおおのをスタート、
市役所本庁舎前をゴールとし、３㎞・５㎞・
10㎞の３区間で計323人の選手が爽やかな
汗を流しました。
　菅尾石仏子ども太鼓のオープニングで幕を
開け地元産のお肉やお芋を始めとした50点
を超えるお楽しみ抽選会、大会スタッフが愛
情を込めて作った豚汁も大変好評でした。
　大会結果につきましては市ホームページに
記載してありますのでご覧ください。

▲優勝　千歳野球スポーツ少年団

第９回 豊後大野市剣道祭
　３月23日、千歳中
学校体育館を会場に
90名（小中学生70名、
一般20名）もの剣士
が集い上記剣道祭が
開催されました。
　結果は次のとおり
です。【敬称略】

小学生低学年の部
優　勝　吉武　将吾（緒方少剣）
準優勝　後藤　愛佳（緒方少剣）
第３位　江藤　仁哉（犬飼少剣）
　　　　赤峰　拓海（犬飼少剣）
小学生中学年の部
優　勝　佐田　奏太（大野剣ク）
準優勝　児玉　彩菜（緒方少剣）
第３位　兒玉　威龍（緒方少剣）
　　　　惠良　春菜（千歳剣少）
小学生高学年の部
優　勝　伊東　拓馬（大野剣ク）
準優勝　三宮　正樹（朝地少剣）
第３位　後藤　了太（大野剣ク）
　　　　関　　蒼吾（朝地少剣）

▲小・中学生の部 各部門優勝の皆さん

上位を目指してスタートダッシュ！

▲

中学生男子の部
優　勝　尾下　修平（緒方中）
準優勝　大野　真祈（大野中）
第３位　大島　啓輔（大野中）
　　　　中前　滉斗（三重中）
中学生女子の部
優　勝　久原　未来（三重中）
準優勝　後藤　恭子（大野中）
第３位　相澤　莉奈（大野中）
一般の部（紅白試合）
引き分け ※３年連続
赤軍
　２勝２敗５引き分け　小星５本
白軍
　２勝２敗５引き分け　小星５本
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「赤毛のアン」を
初めて日本語に
訳したことで
知られる
村岡花子の
エッセイ集。

移動図書館がはじまります！
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５月２４日（土）

６月７日（土）

★事前申込不要
　★動きやすい服装でご参加ください
　　★妊婦さんもどうぞ！

　0歳　：10時30分～
1・2歳：11時　5分～

場　所：豊後大野市図書館研修室　（事前申込不要）
語り手：ストーリーテリング勉強会
対　象：中学生以上～一般

大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会大人のためのおはなし会

赤 ち ゃ ん の た め の お は な し 会

赤ちゃんと一緒にわらべ歌であそびませんか？
わらべ歌で家事・育児が楽しくなります。
日常の中でぜひ歌ってみてくださいね！

ご参加おまちしています。

13時30分～14時30分

　大人にもおはなしの世界を楽しんで
もらいたいと、今年も大人のためのお
はなし会を開催します。
　ストーリーテリング（素話）、絵本
の読み聞かせなど、大人も楽しめる内
容をご用意します。物語の世界をぜひ
お楽しみください！

ちゅうりっぷ組　10時15分～
ひ　ま　わ　り　組　11時～

５月の「おはなしのへや」

14日㈬・28日㈬

2･3･4 歳児対象の
おはなし会です。
登録制ですので、
ご希望の方は
図書館まで
ご連絡ください。

　５月から移動図書館が始まり
ます。利用者カードは図書館が
作成しお預かりしていますので、
安心して借りに来てくださいね。
　ご利用お待ちしています！

５月巡回予定表

※都合により変更になる場合があります。各施設からのお知らせもご確認ください。
※一般の方で移動図書館の利用を希望される場合は、各施設により利用条件が異な
　りますので、図書館までお問い合わせください。

日 ステーション 日 ステーション
東幼稚園　　　　　　10:00

ひがしこども園　　　10:20

どんぐり幼稚園　　　11:00

三重東小学校　　　　12:50

菅尾小学校　　　　　10:15

朝地小学校　　　　　12:55

百枝小学校　　　　　10:10

清川小学校　　　　　12:50

　　

しいのみ保育園 　　　9:20

大野小学校　　　　　12:55

おおのさくら幼稚園　13:30

通山幼稚園　　　 　　　9:10

いぬかい保育園　　　10:00

新田小学校　　　　　12:45

新田幼稚園　　　　　13:20

緒方保育園　　　 　　　9:20

緒方小学校　　　　　12:50

あさじルンビニ保育園　9:15

おおのルンビニ保育園10:20

千歳小学校　　　　　12:50

千歳幼稚園　　　　　12:50

三重幼稚園　　 　　　　9:20

犬飼小学校　　　　　12:40

20
日

火

21
日

水

28
日

水

29
日

木

金

27
日
火

23日

木
22日

金
30日



中　央
菅　尾
白 山
清 川
緒 方
上緒方

☎0974-22-2111
☎0974-22-3349
☎0974-26-2260
☎0974-35-2372
☎0974-42-3161
☎0974-45-2001

小富士
朝 地
大 野
千 歳
犬 飼

☎0974-44-2111
☎0974-72-0048
☎0974-34-2130
☎0974-37-2069
☎097-578-1281

市内無料電話（9番発信）をご利用ください
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お詫びと訂正

　４月に全戸配布しました「平成26年度
豊後大野市公民館教室・クラブ等のご案
内」の冊子に誤りがありました。大変失
礼しました。訂正しお詫びします。

公民館名

清川公民館

　公民館活動として、市さつき盆栽クラブの12名の会員が、赤や

白・絞り・咲き分け等色鮮やかなさつき盆栽を丹精こめて育てました。

　当クラブは30数年前に発足し、さつきの針金掛けや樹形づくり等

の勉強会を重ね、30年以上の見事なさつきができあがりました。

　特に、本市では、若
わか

恵
　え　

比
　び　

寿
　す　

から鴇
とき

恵比寿、さらに白恵比寿と枝変わ

りを見出し、増殖して会員に広めたので、３種類の恵比寿の出展が多

いのが特徴です。

　さつきの魅力に触れて頂きたいと会員一同お待ちしております。

豊後大野市さつき盆栽展示会のお知らせ

「公民館」を語り・
つながる支援者を募集します！

◆日時　６月３日㈫～６月５日㈭
　　　　９時～17時（最終日は16時まで）

◆場所　市中央公民館ロビー（市役所２階）

問い合わせ先　豊後大野市さつき盆栽クラブ事務局
　　　　　　　後藤宣良☎0974―22―0887／柴山博範☎0974―22―2826

　「公民館」では、子どもから高齢者まで幅広い方々が学ばれ、さまざまな分野の

方々の活動拠点としてご利用いただいています。「公民館」は皆さんに情報を提

供したり支援をする役割があります。教育委員会では各町公民館をより地域の

皆さんに密着したものにしていこうと考えています。

　そこで、公民館で一緒に語り・つながることを求める皆さんを募集します。

趣旨をご理解いただける方で、ボランティアで参画いただける方となります。

　各公民館で５月下旬から活動を始めます。ご応募をお待ちしています。

自治公民館建築・
改修補助事業
について
　各地区の自治公民館の新築、増改

築、修理等の整備について、予算の

範囲内で補助があります。修理は50

万円以上、補助率は事業費の20％等

の条件がありますので内容の詳細は、

中央公民館または各町の公民館にお

問い合わせください。

12

番号 クラブ名

清川町郷土史研究会 萩　原　照　光 藤　原　　　勇
TEL0974-35-2274

講　師 連絡先
※講師と連絡先の訂正です。

公民館名

朝地公民館
6

番号 クラブ名

朝地友の会カラオケ 第1・3土曜日 19時～21時

26 生　花　ク　ラ　ブ 第2・4水曜日 16時～19時

日　　　時
※日時の訂正です。

国 保 年 金 係 か ら の
お 知 ら せ
国 保 年 金 係 か ら の
お 知 ら せ 未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大されます

　これまでは、未支給年金（亡くなった方が受け取れるはずで
あった未払いの年金）を受け取ることのできる遺族の範囲は、
亡くなった方と生計を同じくしていた「配偶者、子、父母、孫、
祖父母又は兄弟姉妹」でした。
　平成26年４月からは、これまでの遺族の範囲に加えて、亡
くなった方と生計を同じくしていた「それ以外の３親等内の親
族（甥・姪、おじ・おば・子の配偶者など）」まで広がります。
※平成26年４月１日以後の死亡が対象となります。

《新たに未支給年金を受け取れる遺族》
１親等

２親等

３親等

問い合わせ先　社会教育課 社会教育係　☎0974―22―1001（内線2221）

子の配偶者・配偶者の父母
孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉妹、配偶者の祖父母
曽孫、曽祖父母、曽孫の配偶者、甥・姪、おじ・おば、甥・姪の配
偶者、おじ・おばの配偶者、配偶者の曽祖父母、配偶者の甥・姪、
配偶者のおじ・おば

手続きや内容など、詳しくは大分年金事務所までお問い合わせください。

★年金相談日★
５月８日㈭ 市商工会（三重町）
５月13日㈫ 市隣保館（大野町）
５月21日㈬ 竹田市総合社会福祉センター

★相談時間★10時～15時 ★問い合わせ先★
※年金相談会の予約が可能となっています。
相談を希望される方は、事前に大分年金
事務所に予約をお願いします（※予約は、
相談日の１カ月前から受付けます）。

市民生活課 国保年金係
　　　　☎０９７４－２２－１００１(内線２１２９)
市内無料電話　　９－２２－１００１(内線２１２９)
大分年金事務所　　　　☎０９７－５５２－１２１１
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冒
頭
に
こ
の
度
の
市
職
員
の
不
祥
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
豊
後
大
野
市

の
副
市
長
を
拝
命
し
、
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
村
合
併
か
ら
ち
ょ
う
ど

10
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
・
畜
産
業
、

連
携
す
る
商
工
業
・
観
光
の
振
興
促
進
、

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
の
福
祉
と

教
育
、
市
の
防
災
と
一
体
感
の
醸
成
な
ど
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
未
来
に
希
望

職
員
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
み
ま
す

副
市
長
に

　
　
赤
嶺
謙
二
氏
が
就
任

　

平
成
26
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
副
市
長
に
赤
嶺
謙
二
氏

の
選
任
議
案
が
提
案
さ
れ
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

【
略　

歴
】

三
重
町
出
身

昭
和
46
年
４
月　

郵
政
事
務
官
と
し
て
以
後
30
年
間
勤
務

平
成
15
年
２
月　

三
重
町
議
会
議
員
当
選

平
成
17
年
４
月　

市
議
会
議
員
当
選
（
２
期
８
年
）

の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
だ
道
半
ば

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
平
成
32
年
度
よ
り
合
併
に

よ
る
特
例
措
置
が
な
く
な
り
、
地
方
交
付

税
の
減
額
（
35
億
円
程
度
）
を
想
定
し
て
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
住
ん

で
よ
か
っ
た
。
住
み
た
い
。」と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
橋
本
市
長
の
下
、
職
員

の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
支
援
・
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

平成26年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験のお知らせ
　豊後大野市民病院では、平成26年９月１日以降採用予定の職員の募集を行います。
　募集要領は次のとおりです。

専門職（第１回）

問い合わせ先・受験申込書の提出先
豊後大野市民病院　医事･経営課 経営係　☎0974-42-3121（内線 1233)　〒879-6692 大分県豊後大野市緒方町馬場276番地

◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。】

職　種

薬 剤 師

理 学 療 法 士

作 業 療 法 士

看護師(有　資　格　者)

看護師(資格取得見込)

１名

２名

４名

３名程度

若干名

昭和50年4月2日以降に生まれた人

昭和50年4月2日以降に生まれた人

昭和50年4月2日以降に生まれた人

昭和40年4月2日以降に生まれた人

昭和55年4月2日以降に生まれた人

平成26年9月1日 以降

※採用予定日については、
　希望等相談に応じます。

採用予定人数 年　齢 採用予定日 免許・資格

薬剤師免許(国家試験免許)を有している人。

理学療法士免許(国家試験免許)を有している人。

作業療法士免許(国家試験免許)を有している人。

看護師免許(国家試験免許)を有している人。

看護師免許(国家試験免許)を平成27年3月31日
までに予定されている国家試験において取得す
る見込みがある人。

◆試験日時
　①試験日時：６月21日(土) ※受付：８時15分～８時30分
　②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
　③試験内容：作文試験、適性検査(筆記)、資格調査(口頭)、面接試験

◆受験手続
　①受験申込受付期間　６月６日(金)まで※必着　８時30分～17時（土、日、祝日は受付不可）
　②受験申込書の配付　豊後大野市民病院で配付しています。

平成27年4月1日



　日本国憲法でも人権に関して世界人権宣言とほと
んど同じ内容を定めています。人権は、私たちの日
常生活のいちばん基本のルールといえるでしょう。

　しかし、ともすれば私たちは「人権はややこしい、
むずかしいもの」と思っているのではないでしょう
か。そのため、私たちの日常生活では、まだまだ定
着していないようです。

　私たちの日常生活の場面は、家庭・地域、職場・
学校などがあり、それぞれの場面に応じた判断の基
準があります。その基準の中で、最優先される基本
のルールとして、誰もが人権の考え方を尊重するよ
うになれば、人権が私たちの日常生活の中に「文
化」として定着し、豊かで暮らしやすい社会が実現
するのではないでしょうか。
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　子どもの人権・女性の人権・男女共同参画に関すること、高齢者や障害者の人権、家庭内や職場での
いじめ、パワハラ・セクハラ・ＤＶに関すること、そのほか人権に関することなんでも結構です。

　

三
重
町
に
あ
る
菅
尾
磨
崖
仏
は
、
昭
和

９
年
に
国
の
史
跡
（
当
時
は
国
宝
と
呼
ば

れ
て
い
た
）
、
昭
和
39
年
に
は
重
要
文
化

財
（
彫
刻
）
に
指
定
さ
れ
、
国
の
二
重
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
豊
後

大
野
市
内
で
唯
一
で
あ
り
、
菅
尾
磨
崖
仏

の
価
値
を
充
分
に
知
ら
し
め
る
も
の
で
す

が
、
県
内
で
は
、
他
に
臼
杵
磨
崖
仏
が
国

の
特
別
史
跡
と
国
宝
の
二
重
指
定
、
熊
野

磨
崖
仏
が
史
跡
と
重
要
文
化
財
の
二
重
指

定
を
受
け
て
お
り
、
菅
尾
磨
崖
仏
は
こ
れ

ら
に
比
肩
す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
す
。　

　

そ
ん
な
菅
尾
磨
崖
仏
に
は
、
立
派
な
覆お
お

屋い
や

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
覆
屋
は
、
昭
和
34
年
か
ら
35
年
に

か
け
作
ら
れ
、
以
来
55
年
に
わ
た
り
磨
崖

仏
を
守
っ
て
き
た
大
事
な
施
設
で
す
。

　

覆
屋
は
、
片
流
れ
式
屋
根
の
銅
板
葺
き
、

檜
を
中
心
と
し
た
木
造
で
、
現
在
で
は
覆

屋
そ
の
も
の
も
古
色
を
お
び
、
平
安
時
代

か
ら
た
た
ず
む
磨
崖
仏
の
景
観
を
引
き
立

て
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
覆
屋
は
経
年
に
よ
る
劣

化
に
よ
り
、
柱
や
基
礎
に
大
き
な
傷
み
が

生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員

会
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
国
の
補
助
を
受

ふ
る
さ
と

歴
史
探
訪

ふ
る
さ
と

歴
史
探
訪

け
こ
の
覆
屋
の
架
け
替
え
を
計
画
し
、
覆

屋
の
効
果
に
つ
い
て
環
境
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

調
査
は
専
門
家
の
指
導
の
も
と
行
い
、

そ
の
結
果
、
現
在
の
覆
屋
が
、
磨
崖
仏
の

保
存
に
と
て
も
適
し
た
も
の
で
良
い
保
存

環
境
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ

こ
の
覆
屋
の
架
け
替
え
工
事
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

　

新
し
い
覆
屋
は
、
今
の
覆
屋
の
基
本
的

な
構
造
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
そ
の
良
い
環

境
を
引
き
継
ぐ
方
向
で
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

架
け
替
え
工
事
は
、
平
成
26
年
の
７
月

以
降
着
手
し
平
成
27
年
の
３
月
に
は
終
了

す
る
予
定
で
す
。
な
お
工
事
期
間
中
は
磨

崖
仏
を
保
護
す
る
た
め
シ
ー
ト
で
被
い
ま

す
。
そ
の
た
め
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
ば
ら
く
の
間
、
磨
崖
仏
は
お
休

み
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

よ
り
長
く
美
し
い
仏
と
し
て
存
在
す
る
た

め
の
措
置
で
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
が
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

菅
尾
磨
崖
仏
の
覆お
お
屋い
や
改
修

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

文
化
財
係　

☎
０
９
７
４
ー
42
ー
４
１
４
１

市
内
無
料
電
話　
　

９
ー
42
ー
４
１
４
１

人権・同和啓発コーナー人権・同和啓発コーナー

人権てなーに？
　人権とは、私たちが幸せに生きるための権利で、
人種や民族、性別を超えて万人に共通した一人ひと
りに備わった権利です。
　
　人権は、西欧社会の近代化の中ではぐくまれた考
え方です。特に第二次世界大戦の反省から、人権の
重要性は国際的に高まっていきました。1948(昭和
23)年12月10日、国際連合(国連)は世界人権宣言を採
択しました。この宣言は、すべての人間が人間とし
て尊重され、自由であり、平等であり、差別されて
はならないことを定めており、国際社会の基本的
ルールの大きな柱となっています。

全国一斉「人権擁護委員の日」＝特設人権相談所（無料）＝

◆日　時　６月２日（月）10時～15時
◆会　場　三重会場　市中央公民館第３会議室
　　　　　緒方会場　緒方支所会議室
　　　　　朝地会場　朝地支所会議室
　　　　　千歳会場　千歳公民館会議室
◆相談員　人権擁護委員

　　※相談は無料です。秘密は絶対に守ります。
　　　お気軽にご相談ください。
　

問い合わせ先
竹田人権擁護委員協議会

（大分地方法務局竹田支局内）☎0974-62-2315

問い合わせ先　　人権推進同和対策課 人権推進同和対策係　☎0974-22-1001（内線2491）



◆日　時　毎週火曜日　19時～21時
◆場　所　市中央公民館 応接室（市役所２階）

◆日　時　毎月 第１日曜日 ９時30分～11時30分
　　　　　（１月は第２日曜日）
◆場　所　市中央公民館 応接室（市役所２階）

ひ ま わ り 会
(アルコール依存症家族会)
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健康スケジュール
☆　精神保健相談日　☆

日　時　５月22日（木）　14時～16時
場　所　豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934－2）
対象者　気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依存症等

こころの健康相談をしたい方
＊要事前予約：０９７４－２２－０１６２  保健師まで

☆脳いきいき度チェック（物忘れ相談）☆

場　所　健康推進室または各支所総務市民係
内　容　脳機能検査と個人面談

物忘れが気になり始めたら、お気軽にご相談ください。

　お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに
関する疑問等なんでもご相談ください。

＊電話で予約をお願いします

☆パパママひろば（両親学級）☆
日　時　６月11日（水）　受 付 ９時30分～９時50分
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　お産の経過と呼吸法、妊娠中の栄養と口腔ケアなど
　　　　　講 師：助産師、栄養士、歯科衛生士
対　象　妊婦さんとお父さんになる方

＊電話で予約をお願いします

☆すくすくひろば（育児学級）☆
日　時　５月14日（水）　受付９時30分～10時00分
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　離乳食のお話と歯の手入れ
対象児　４～５カ月の赤ちゃんとその保護者

＊電話で予約をお願いします

☆妊婦・子育て相談のお知らせ☆

☆幼児健診☆

５月７日（水）・１９日（月）
５月　８日（木）
５月１３日（火）
５月２１日（水）
５月２６日（月）
５月２６日（月）

随　時

１１時～１２時
１０時～１１時
１０時～１２時
１０時～１１時
１０時～１１時
１４時～１６時

随　時

三重ふれあい児童館
千歳保健センター
いぬかい子育て支援センター
緒方すこやかセンター
清川子育て支援センター
大野保健センター
朝地母子健康センター

実　施　日 時　間 会　　場

◆受付時間：13時～13時20分

○５月の対象地区：三重・千歳・犬飼

１歳６カ月児健診 ３歳６カ月児健診
５月２２日（木） ５月８日（木）

市役所１階　保健センター

H２４年９月１６日
　～Ｈ２４月１０月３１日生まれ

Ｈ２２年１１月１日
　～H２２年１１月３０日生まれ

健診内容
日　時

対象児

会　場

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳　　　　　　　　　・送付された問診票等

（お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡ください。　　　　　次回の健診をご案内します。

市役所 健康推進室 0974-22-1001
支所／総務市民係
清川支所 0974－35－2111（内 3103）
大野支所 0974－34－2301（内 4605）
緒方支所 0974－42－2111（内 3862）

千歳支所 0974－37－2111（内 5108）
朝地支所 0974－72－1111（内 4102）
犬飼支所 097－578－1111（内 5605）

集団健診
（特定健診・各種がん健診）が始まります。
●市役所、地区公民館など市内の各会場で行う健診です。
●年１回は特定健診・がん検診を受診し、健康管理にお役
立てください。

【三重町】＊5月30日～11月18日
【清川町】＊8月31日　＊9月1日　＊9月16日
【緒方町】＊7月7日～7月15日　　＊10月31日
【朝地町】＊6月30日　＊7月1日　＊7月5日
【大野町】＊6月19日～6月24日　 ＊9月9日
【千歳町】＊6月27日　＊6月29日
【犬飼町】＊9月2日～9月7日

17日間
3日間
7日間
3日間
6日間
2日間
4日間

※各町の健診日程・内容等を記載したチラシは、健診の約１カ月前に
　全戸配布します。

＊＊＊＊地域巡回健診＊＊＊＊

＊＊＊＊レディース検診＊＊＊＊
◆日　時　５月18日（日）　９時～10時30分
◆場　所　市役所１階　保健センター
◆内　容　子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗鬆症検診
◆その他　○予約制です。
　　　　　　受診希望の方は下記までご連絡ください。
　　　　　○託児サービスもあります。
　　　　　　予約の際にお伝えください。

【レディース検診予約先】
市民生活課 健康推進室　健康長寿係
☎0974-22-1001（内線2135）

問い合わせ先
市民生活課 健康推進室

☎0974-22-1001（内線 2133・2135）

断　酒　会
　断酒の継続を目指すための自助グループです。
　お酒をやめたい気持ちがあれば、どなたでも参加できます。
　アルコール依存症は病気です。週１回集まってみんなと話
をする中で依存症からの回復を目指しましょう。

　アルコール依存症の方がいる家族が毎月集まっています。
一人で悩まず同じ体験を持つ方たちと思いを語り合い少しで
も気持ちを軽くしませんか？

★今年度の無料クーポン券の対象は下記の方です。

子宮がん検診

乳　が　ん　検　診

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ

昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生まれ

対象となる方へは、５月末～６月初め頃郵送しますので、クーポン券が
お手元に届いてからの検診受診をお勧めします。
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所在地 電話番号医療機関名 所在地 電話番号医療機関名

おたふくかぜの予防接種（任意接種）の全額助成がはじまりました
　おたふくかぜの予防接種は任意接種《被接種者（保護者）の責任と判断によって行われる》でこれまでは保護者の
全額自己負担でしたが、平成26年４月から無料で受けられるようになりました。

◆対象者…豊後大野市に住民票がある生後12か月から小学校入学前年の年度末までの方
◆助成額…全額（自己負担無料）
◆回　数…１回（ただし過去におたふくかぜにかかったことがない人が対象です）
◆準備するもの…母子健康手帳

おたふくかぜ予防接種　協力医療機関一覧表（豊後大野市内）

問い合わせ先　　市民生活課 健康推進室 母子企画係　☎0974－22－1001（内線 2138）

申し込み・問い合わせ先
市民生活課 健康推進室 母子企画係
☎0974-22-1001（内線2140）

三重町

帰巌会いちば診療所

佐藤産婦人科医院

ふじしま内科

帰巌会みえ病院

三重東クリニック

みやわき小児科

清川診療所

０９７４－２２－００１８

０９７４－２２－４１０３

０９７４－２２－０１１４

０９７４－２２－２２２２

０９７４－２２－６３３３

０９７４－２４－０２３０

０９７４－３５－３５６１

豊後大野市民病院

麻生医院

あさじ町クリニック

児玉医院

天心堂おおの診療所

広瀬医院

いぬかい児玉医院

宇野医院

０９７４－４２－３１２１

０９７４－４２－２０２３

０９７４－６４－１２３４

０９７４－３４－２２１５

０９７４－３４－３３３１

０９７４－３７－２０２２

０９７－５７８－５０１５

０９７－５７８－１１１７

清川町

緒方町

朝地町

大野町

千歳町

犬飼町

食生活改善指導者講習会
受講生募集のお知らせ！

　栄養の基本や生活習慣病予防等、「食生活」に関する
講習会を６月より毎月１回（年10回）開催します。

　健康で活力のある人生を送るため、80歳で20本自分
の歯を保つことは食べ物の咀嚼を容易にするとともに、
健康の保持増進と、生活の質の向上にとても重要です。
今回、高齢者で口腔の健康づくりに取り組んできた方
を以下とおり募集します。

※市の選考会の日程については応募いただいた方に
別途連絡します。
※市の選考会で優良とされた者は、県審査に推薦い
たします。

　平成26年３月31日現在で満80歳以上
（昭和９年３月31日以前に生まれた者）で
自分の歯を20本以上保持している方（これ
までのコンクールで県表彰された方は除き
ます）。 

◇対　象　者　年間を通して参加できる方で、本講習
会修了後、豊後大野市食生活改善推進
協議会に入会をし、ボランティア活動
をしていただける方
※性別・年齢は問いません。

◇募　集　数　30名

◇日　　時　初回は６月26日（木）の予定。
以後平成27年３月まで毎月１回開催。

◇場　　所　市中央公民館（市役所２階）

◇内　　容　健康についての学習・調理実習

◇受　講　料　無　料
（調理実習の時は材料代を徴収します）

◇申し込み期限　６月19日（木）まで

◇申し込み先　市民生活課 健康推進室 母子企画係　
　　　☎０９７４－２２－１００１
　　　　　　　　（内線 ２１３９）

第２１回
高齢者のよい歯のコンクール
　　　　　　　参加者募集

【対 象 者】

応募締め切り　５月16日（金）

※事前に必ず電話予約をしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※かかりつけ医の関係で、市外の医療機関で接種を受けた方は、一旦、
　医療機関窓口で料金の支払いが必要です。市役所健康推進室または
　各支所総務市民係で還付の手続きが必要となります。詳細は下記までお問い合わせください。



豊後大野市役所 ☎0974-22-1001
清 川 支 所 ☎0974-35-2111
緒 方 支 所 ☎0974-42-2111

大 野 支 所 ☎0974-34-2301
千 歳 支 所 ☎0974-37-2111
犬 飼 支 所 ☎097-578-1111

朝 地 支 所 ☎0974-72-1111

●問…問い合わせ先　☎…電話番号　●D…ファックス　●申…申し込み先　■予…予約

市内無料電話（９発信）をご利用ください。

今年度の自動車税の納期限は、６月２日㈪です。
忘れずに納めましょう。

国税を期限内に納付できなかった場合

木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助について

東日本大震災義援金の受付期間延長について

介護保険「負担限度額認定証」更新について

在宅重度障害者住宅改造助成事業について

６月１日㈰～６月７日㈯は「HIV（エイズ）検査普及週間」
この週間に合わせてHIV夜間検査を５月27日㈫に実施します。

街なかがにぎわうプランを募集します
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●自動車税は、４月１日現在の登録上の所有者（割賦販売の
場合は使用者）に課税されます。

●納付が納期限を過ぎた場合は、延滞金が加算されます。
※納税についてのご相談は、
　大分県豊後大野県税事務所（☎0974-22-7501）へ

　国税を期限内に納付できなかった場合は、延滞税を併せて
納付しなければならないだけでなく、財産差押え等の滞納処
分を受ける場合もあります。
　まだ納税がお済みでない方は、早急に、最寄りの金融機関で
納付を済ませてください。また、納付できない事情がある場
合には、お早めに管轄の税務署の徴収担当にご相談ください。
　なお、期限を過ぎて納付される場合は、延滞税の計算があ
りますから、管轄の税務署にご連絡ください。
●問三重税務署（☎0974-22-1015）※自動音声案内

木造住宅の耐震診断補助事業
　市では地震に対する住宅の安全性を図るため、木造住宅の
耐震診断を受ける費用の一部を補助します。
　大分県が登録した専門家の耐震診断を受け、自宅の耐震性
能を確認しましょう。
　登録者については大分県のホームページ
（http://www.pref.oita.jp/18500/taishin/index.html）
にて確認できるほか、市役所建設課にて閲覧できます。

◎対　　象　昭和56年５月31日以前に建築された木造一戸
建て住宅（一定の条件を満たす建築物）

◎補助金額　かかった費用の２/３かつ上限３万円
◎募集戸数　５戸　
◎募集期間　11月28日㈮まで

木造住宅の耐震改修補助事業
あなたの家の耐震改修工事の費用の一部を市が補助します。

◎対　　象　昭和56年５月31日以前に建築された木造一戸
建て住宅（一定の条件を満たす建築物）で、耐
震診断の結果、評点が１.０未満であるもの
詳細についてはお問い合わせください。

◎補助金額　かかった費用の２/３かつ上限80万円
◎募集戸数　５戸
◎募集期間　11月28日㈮まで

●申・●問建設課 都市計画・建築係 　  0974-22-1001（内線 2361）

　日本赤十字社では、東日本大震災義援金について、送金対
象を岩手県・宮城県・福島県・茨城県の４県とし、受付期間
を平成27年３月31日まで延長します。なお、豊後大野市役
所に寄せられた義援金の累計額は、平成26年３月末現在で
31,702,757円となっています。ご協力ありがとうござい
ました。今後もイベント時の募金活動等皆さまのご協力をお
願いいたします。
●問社会福祉課 総務監査係 　 0974-22-1001(内線2144)

　標記認定証の食費・居住費に係る有効期限は、平成26年
6月30日㈪までとなっています。
　豊後大野市の被保険者で施設においてサービス利用中の方
については有効期限終了前に印鑑を持参のうえ、更新の手続
きを行ってください。
●問高齢者福祉課 介護保険係 　0974-22-1001(内線2177)

　在宅の重度障がい者（児）の、日常生活上の不便を軽減する
ために行う住宅改造費の一部を助成します。
対象者
豊後大野市に住所を有する身体障障害者手帳（１級・２
級）または、療育手帳（Ａ１・Ａ２）または、精神保健福
祉手帳（１級）の交付を受けている者で、生計中心者の前
年の所得金額が200万円未満の世帯に属する方
補助対象工事
玄関、台所、浴室、便所、廊下、居室、階段、洗面所、そ
の他必要と認められる箇所
補助対象額・補助率
対象工事費用（限度額60万円）の２/３が助成額となります。

※他法令による助成を受けている場合、その助成額を60万
円から控除した額が補助の対象となります。
事後申請は対象外ですので、必ず工事着工前にご相談くだ
さい。
●問社会福祉課 福祉障がい支援係 　 0974-22-1001（内線2155）

　HIV（エイズ）は誰もがかかる可能性のある、身近な
病気です。予防のためにも検査を受けましょう。

HIV夜間検査について　◆日時　５月27日㈫　17時～19時
　　　　　　　　　　　◆場所　豊肥保健所

＊無料、匿名で受けることができます。　＊検査にかかる時
間は１時間程度です。　＊事前予約制ですので、検査を希望
される方は、下記までお問い合わせください。
●問・■予豊肥保健所 地域保健課　☎0974-22-0162

　県では、商店街をより魅力のあるにぎわいの場にするプラ
ンを県民の皆さまから広く募集しています。
　審査の上、優秀なプランについては、応募者に実施してい
ただき、その実施費用の一部を助成します。
　応募の締め切りは５月30日㈮。応募方法など詳しくは、
下記までお問い合わせください。
●問大分県商業・サービス業振興課　☎097-506-3285



平成26年度 銃砲刀剣類登録審査会のお知らせ

ご利用ください　無料相談会

自死遺族のつどい

受講生募集　平成26年度 おおいたツーリズム大学

無料　介護職員初任者研修受講者の募集

安全衛生推進者養成講習

☆転入女性の暮らしやすい社会を☆
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　銃砲や刀剣類は原則として所持することはできませんが、
銃砲刀剣類所持等取締法第14条の規定により、美術品もし
くは骨董品として価値のある物品は、大分県教育委員会で登
録することにより所持することができます。
　また、新たに銃砲刀剣類を発見した場合、発見地を管轄す
る警察署へ銃砲刀剣類発見届出書を提出しなければなりませ
ん。所持を希望しない場合は、その旨を申し出て「任意提
出」の手続きをして処分してもらいますが、所持を希望する
場合は大分県教育委員会で登録審査を受け、銃砲刀剣類登録
証（法第15条）の交付を受けなければ所持できません。平
成26年度は以下の日程で行われますのでおしらせします。

◆場　所　大分県庁舎別館８階　84会議室
◆時　間　13時～17時
◆審査日　５月14日㈬、７月９日㈬、９月10日㈬
　　　　　11月12日㈬、１月14日㈬、３月11日㈬

●問大分県教育庁文化課　☎097-506-5498（直通）

◆日　　時　５月21日㈬　13時～16時
　　　　　　毎月第３水曜日
◆場　　所　大分県行政書士会
　　　　　　　大分市城崎町1-2-3　
　　　　　　　大分県住宅供給公社ビル３階
◆相談内容　遺言・遺産相続・成年後見相談・不動産関連・

建設業許可申請・交通事故自賠責保険金請求・
内容証明・法人設立・車の登録・各種許認可申
請・その他

●問大分県行政書士会事務局　☎097-537-7089
　　　　　　　　　　　　　●D097-535-0622

　県内では毎年300名前後の方が自ら命を絶っています。
　ご遺族の心のケアを目的として、つどいを開催します。参
加希望者はお申し込みください。

◆対　　象　大切な方を、自死で亡くされたご遺族
◆日　　時　６月５日㈭
　　　　　　14時～16時（受付13時30分～）
◆場　　所　大分県こころとからだの相談支援センター
　　　　　　　別館研修室
　　　　　　（大分市大字玉沢字平石908番地）
◆内　　容　参加者の気持ちの分かち合いをします。
◆参　加　料　無料（事前に申込が必要）
◆申込締切　５月28日㈬まで

●申・●問大分県こころとからだの相談支援センター
　　　予約・相談電話　☎097-541-6290

　大分県では、地域資源を生かしたツーリズムの振興やネッ
トワークづくりを通じた地域リーダーの育成を目指し、上記
大学の受講生を募集します。

◆対　象　者　旅館や商店等の若手経営者や従業員、グリーン
ツーリズムやブルーツーリズムの若手実践者な
ど、観光や地域振興関係の業務に携わる方、業
務に従事したいと考えている方（県内在住で、
概ね20代～40代の方で、市町村職員を除く）。

◆募集定員　20名程度
◆募集期間　５月９日㈮まで
◆受　講　料　5,000円
　※応募手続等は下記連絡先までお問い合わせください。

●問大分県観光・地域振興課 地域磨き班　☎097-506-2116

◆対　象　者　就職を希望する55歳以上の方で、公共職業安
定所に求職申し込みをされた方（豊後大野市・
竹田市居住の方）

◆募集期間　５月26日㈪～６月27日㈮必着
◆実施場所　エイトピアおおの
◆実施期間　７月８日㈫～９月18日㈭の間の24日間
◆募集人数　15名（選考あり）
◆受講料・テキスト代　無料

●申・●問大分県シルバー人材センター連合会　☎097-540-6313
　　　（〒870-0026　大分市金池町1丁目1番1号
　　　　　　　　　　　大交セントラルビル5階)
　　　豊肥地域シルバー人材センター　☎0974-22-7876
　　　（〒879-7131　豊後大野市三重町市場870番地2）

◆日　時　６月19日㈭、20日㈮
◆場　所　市中央公民館（市役所２階）
◆受講料　9,720円とテキスト代1,296円

●申・●問（一社）大分県労働基準協会豊後大野支部
　　　（〒879-7131　三重町市場1280番地）
　　　☎0974-26-4115　●D0974-26-4146

「あなたのHOっとタイム」
“郷土料理で交流しよう”

　豊後大野市では、市民グループと一緒に転入女性のくらし
やすいまちづくりを目指して交流会を企画しています。外国
からの転入女性もお待ちしています。

◆日　　時　５月27日㈫　10時～13時まで
◆場　　所　市中央公民館調理室（市役所２階）
◆メニュー　だんご汁・野菜サラダ・やせうま等
◆対　　象　転入女性（18歳以上 転入概ね１年以内の方）
◆材　料　費　３００円　託児有り（要申込）
◆募集締切　５月16日㈮

※この事業は転入女性応援市民グループ“みまもりたい○
　わ　

”
との共催です。

♪　癒しのコンサート実行委員募集　♪
　11月22日に開催する「いい夫婦の日癒しのコンサート」
に向けての実行委員を募集します。音楽活動などに興味のあ
る方はご連絡ください。

◆締　切　５月16日㈮
　第１回会議　５月20日㈫　14時～　
　　　　　　　市役所４階　４０１会議室

●申・●問まちづくり推進課 男女共同参画室
　　　　 0974-22-1001（内線 2448）

参加者
募集！
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ご存知ですか
　行政相談委員

「登記、年金、健康保
険で分からないことが

ある」

「道路を補修して欲し
い」など

　毎日の暮らしの中で、国や県、市などの仕事についてこんなふうに、分からないことや
困っていることはありませんか。行政相談委員はそういったことの身近な相談相手です。
　相談は無料で秘密は守りますので、お気軽にご相談ください。

※これまでに引き続き、本市担当の行政相談委員に次の６名の方が委嘱されました。

＜行政相談委員＞
住　　　所 氏　名 連　絡　先

三重町向野869
緒方町原尻195番地２
朝地町板井迫60-2
大野町中原661
千歳町下山1065
犬飼町下津尾3392-4

久保田　千代子
後　藤　宏　二
北　尾　勝　義
伊　東　克　希
廣　瀬　健　一
佐　田　信　也

☎0974-22-2718
☎0974-42-2986
☎090-4358-2158
☎0974-34-3979
☎0974-37-2529
☎097-578-1820

春の『くらし・行政相談』
開設日時／5月16日㈮　９時30分～12時30分
開設場所／エイトピアおおの　２階会議室

担当：総務課　総務係　　 　0974-22-1001（内線2405）
　　　大分行政評価事務所 ☎097-532-3715

なお、外国人講師による英会話教室を開いています。
費用は月5,000円 広告

特色ある保育として、
英会話（週2回、外国人講師）。
書き方（硬筆）・ヒップホップのダンス。
市剣道連盟より「剣道指南」。
月曜日～土曜日（7時～18時）
火曜日に園を開放・詳しくは☎097-578-0149

犬飼幼稚園 園児募集 2歳児から
5歳児

会　期　5月17日(土)～6月1日(日)　
　　　　9時～17時　※月曜日休館
会　場　朝倉文夫記念文化ホール（朝地町）
入館料　大人 200円、小中高生 100円
　　　　（記念館入館者は無料）

「椿窯 佐藤珠幸陶展
」開催！～これまでの歩み～

「椿窯 佐藤珠幸陶展
」開催！～これまでの歩み～

陶芸家 佐藤珠幸さん（朝地町在住）の
個展を開催します。ぜひご覧ください。

●問　朝倉文夫記念館　☎0974-72-1300

問い合わせ先　　九州電力三重営業所　10120-986-505

感電事故防止のお願い
　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防止のため、電線付近での鯉のぼりの
掲揚や魚釣りは絶対に行わないようお願いします。
　なお、万が一鯉のぼりや、釣り糸が電線にかかった場合は、自分で取ろうとせず、
九州電力三重営業所まで連絡をしてください。

問い合わせ先／環境衛生課環境係　☎0974-22-1001（内線 2303・2304）　　9-22-1001（内線 2303・2304）

地球温暖化防止に努めましょう！（家庭でできる取り組み　　）68

豊後大野市地球温暖化防止協議会の取組

　低炭素社会という言葉を最近耳にすることがありませんか？
　低炭素社会とは、地球温暖化の原因である温室効果ガスのうち、大
きな割合を占める二酸化炭素の排出が少ない社会のことです。
　今月は、この低炭素社会の構築のため活動をしている市地球温暖化
防止協議会の活動を紹介します。
　主な活動として、竹炭作り、花いっぱい運動などがあります。竹炭
作り活動では、本市の竹林の拡大により森林内の樹木が成長しにくくなったり、鳥類や昆虫類が減少してしまうなど環
境に影響がでている放置された竹山を整備しています。伐採した竹をごみとして処分すると大量のCO２が発生するの
で竹炭として再利用しています。
　おおいた低炭素杯では、この活動事例が認められ奨励賞を受賞しました。
　皆さんの活動を知ろうと、3月19日、環境先進事例視察に16名の大分県ごみゼロおおいた作戦会議委員が来市され、
三重川を守る会、市地球温暖化防止協議会の竹之下健一会長が講演を行い、これまでの三重川クリーンアップキャン
ペーンやキャンドルナイトなどの環境保全活動事例や今後の展開を発表しました。

▲講演をする竹之下会長

市地球温暖化防止協議会についてのお問い合わせは　会長 竹之下 健一 宅　☎0974-22-7570

身近なことからCO２削減。マイバッグを利用しましょう！
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問い合わせ先　　まちづくり推進課 地域振興係　☎0974-22-1001（内線2445）

◆補助対象　地域づくり計画書の策定に関する事業に要する経費
　　　　　　（報償費、消耗品費、会議費、使用料および賃借料等）
◆補　助　額　補助対象経費の５分の４とし10万円が限度額

詳細につきましては、まちづくり推進課地域振興係または、各支所総務市民係へご相談ください。

始まりました！　地域づくり推進事業
　「地域づくり計画」の作成を支援します！
　豊後大野市では、「協働によるまちづくり」を目指すため、市民が主体となった
持続可能な事業を行うための「地域づくり計画」の作成を支援します。
　「地域づくり計画」とは、「自分たちの地域はどんな地域なのか」、「どういう課題
があるのか」、「その課題を解決するためにはどうしたらよいのか」、「この地域が今
後どうなって欲しいか」、を地域で話し合ってまとめたものです。
　対象となる地域は、旧小学校区もしくは地縁的にまとまっている複数自治会を単
位として市の指定を受けた地域となります。

求人情報 ハローワーク豊後大野 （４月14日 現在）

問い合わせ先 ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

①保育士(豊後大野市)16万円～24万円　②児童厚生員(豊後大野市)12万円　③製造部交替班要員(豊後大野市)14万円　④看護
職員(豊後大野市)16万円～22万円　⑤一般事務(豊後大野市)12万円　⑥製造作業員(豊後大野市)11万円～12万円　⑦介護福祉
士(豊後大野市)14万円～18万円　⑧製造員(豊後大野市)15万円　⑨調理補助(豊後大野市)11万円～12万円　⑩土木技術者(豊後
大野市)20万円～34万円　⑪工場内作業員(パート・豊後大野市)670円　⑫レジ係(パート・豊後大野市）680円　⑬事務職員
(パート・豊後大野市)750円　⑭青果担当(パート・豊後大野市)687円　⑮歯科衛生士(パート・豊後大野市)900円～1,100円

ホームビジティング
（訪問型子育て支援）ボランティア育成講座2014（全９日）
　本市と「みえまち子育て支援センターやしの実ひろば」では、
子育て支援の一貫として 『訪問型子育て支援 (ホームスタート）
ボランティア養成講座2014』を下記のとおり開催いたします。

　ホームビジターになるためには、全講座（９回）を受ける必要
があります。原則として全部の日程に参加できる方を募集します。
講座料は無料で、どなたでも参加できます。

日　程 時　間 講　座　内　容 会場名 講　  　師

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
103会議室

市役所
正庁ホール

すがお
こども園

「オリエンテーション」

「ホームスタートの内容、意義を学ぶ」

「家庭とは何か、親とは何か」

「子どもの理解」

「傾聴の意義と方法 １」

「傾聴の意義と方法 ２」 (演習)

「家庭で活動する上でのポイント」

「ホームビジターの実務」

「地域の子育て支援の実務と連携」

「問題や悩みのある家庭への理解」

「家庭の中で活動する １―傾聴と協働の実際―」(演習実習)

「家庭の中で活動する ２―傾聴と協働の実際―」(演習実習)

「自閉症・発達障がい支援等関連講座１」

「自閉症・発達障がい支援等関連講座２」

「シェアリング・終了テスト」

「修了式・交流会」

「終了後の個別面談」

5月27日㈫

6月9日㈪

6月12日㈭

6月19日㈭

6月24日㈫

7月1日㈫

7月8日㈫

7月15日㈫

7月18日㈮

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～12:00

13:00～15:30

10:00～12:00

13:00～15:30

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～12:00

13:00～15:30

10:00～12:00

13:00～15:30

10:00～12:00

13:30～15:30

10:00～12:00
　

13:00～15:00

ホームスタートやしの実
オーガナイザー

ホームスタートジャパン理事
田中　輝子

東九州短期大学特任教授

松田　順子

社会福祉士・福祉教諭
別府大学非常勤講師
CAPスペシャリスト

明石　二郎

ホームスタート　アンジュ
オーガナイザー

小川　由美

豊後大野市　保健師

大分県中央児童相談所

NPO法人 子育て談話室 理事長
ホームスタートみふね・かしま

オーガナイザー

柴田　恒美
大分県自閉症協会
親の会代表

大分県発達障がい者
支援専門員

・信頼関係　・倫理　・危機管理

・子どもの発達、子どもの障がい、
　子どもの人権、子どもへの関わり方

・価値観と多様性

・家庭訪問型子育て支援の役割と意義
・自己紹介ワークショップ

＊すがおこども園 ☎0974－22－6454　佐藤まで質問等、気軽にお問い合わせください。
日程、会場について変更がある場合はお知らせいたします。

ホームスタートやしの実
オーガナイザー
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　市民の皆さんが行う活動の参加者・

会員募集、またイベントの周知など、

いろいろな情報を掲載します（営利目

的のものなどは掲載できません）。皆

さんからの情報をお待ちしています。

（誌面の都合で掲載できないこともあ

りますので、ご了承ください。）

〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　☎ 0974-22-1001(内線 2413)
　　　9-22-1001(内線 2413)

　市民の皆さんが行う活動の参加者・

会員募集、またイベントの周知など、

いろいろな情報を掲載します（営利目

的のものなどは掲載できません）。皆的のものなどは掲載できません）。皆的のものなどは掲載できません）。皆

さんからの情報をお待ちしています。

（誌面の都合で掲載できないこともあ

りますので、ご了承ください。）

〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
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豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　☎ 0974-22-1001(内線 2413)

9-22-1001(内線 2413)

豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　☎ 0974-22-1001(内線 2413)
　　　　 9-22-1001(内線 2413)
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・
木
野
）

●
嶺
　
シ
キ
ミ（
83
・
草
深
野
）

●
田
北
登
喜
子（
90
・
下
自
在
）

●
利
根
　
金
幸（
89
・
井
上
）

●
羽
田
野
シ
マ
ヱ（
99
・
野
尻
）

●
仲
村
　
俊
一（
85
・
野
仲
）

●
甲
斐
　
信
良（
74
・
緒
方
小
野

）

●
工
藤
　
淑
子（
91
・
知
田
）

●
羽
田
野
ト
ヨ
コ（
88
・
大
化
）

【
朝
地
】

●
毛
利
ミ
サ
コ（
81
・
朝
地
町
町

）

●
右
田
八
千
代（
87
・
中
熊
）

【
大
野
】

●
黑
野
テ
ル
カ（
97
・
田
代
）

●
工
藤
　
一
夫（
97
・
大
野
大
原

）

●
清
松
　
秀
男（
85
・
後
田
南
）

●
甲
斐
　
　
清（
92
・
安
藤
）

【
犬
飼
】

●
三
浦
ミ
ヤ
コ（
81
・
山
内
）

●
阿
南
　
芳
美（
86
・
栗
ヶ
畑
）

●
八
坂
日
出
子（
84
・
柴
北
下
）

●
渡
邊
　
　
彰（
90
・
犬
飼
津
留

）

●
渡
部
　
幸
治（
63
・
上
重
）

◇
物
品
寄
附
【
敬
称
略
】

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
み
え 

へ
　

●
三
重
テ
ニ
ス
倶
楽
部

　
会
長
　
春
　
野
　
慶
　
司

百
枝
・
三
重
第
一

三
重
東
・
新
田
小
学
校 

へ

●
後
藤
ツ
ギ
子
（
犬
飼
町
田
原
）

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
既

に
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
で
ご
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

当
市
職
員
が
市
税
等
を
着
服

し
た
と
い
う
事
実
が
判
明
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
件
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
行
政
に
対
す
る
信

頼
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で

あ
り
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
こ
と
を
心
か
ら
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
因
究
明
、
再
発
防
止
等
に

万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、

本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

私
を
含
め
て
管
理
監
督
責
任

者
を
厳
正
に
処
分
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　
豊
後
大
野
市
長

　
　
　
　
橋
　
本
　
祐
　
輔

市
民
の
皆
さ
ま
に

お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す

神楽会館一般公演サロンぴぉ～ね
◆日　　時　５月18日㈰
◆時　　間　13時～16時
◆場　　所　市神楽会館
◆入　場　料　前売大人　1,000円(当日1,500円)
　　　　　　中学生以下　　500円(当日1,000円)
◆出演団体　黒松神楽、宇目神楽保存会
◆チケット　神楽会館、エイトピアおおの
　　　　　　市内各公民館、ローソンチケット
●問 神楽会館　☎ 0974-35-2372

▲黒松神楽 ▲宇目神楽保存会

（豊肥地域がん患者さんやご家族・サポーターの交流会）
♪「出かけてみませんか？」♪

　「ぴぉ～ね」は、がんの体験を分かち合い、お
互いに励ましあえる集いの場です。
　日常のちょっとした出来事や趣味のお話・・・
のんびりおしゃべりを楽しみながら、心地よい時
間を過ごしませんか？
　がん患者さんやご家族の方、サポーターになり
たい方、どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
  　
◆日時　5月11日㈰、 7 月6日㈰
　　　　9月 7 日㈰、11月9日㈰
　　　　1月11日㈰、 3 月1日㈰
　　　　　※いずれも10時～12時
◆場所　大久保病院3階ホール
　　　　（竹田市久住町大字栢木6026-2）
　　　　　※9月7日は豊肥保健所で開催します。

●問 豊肥保健所 地域保健課 健康増進班
　 ☎0974-22-0162

◆日　時　６月15日㈰　９時45分～11時30分（閉会予定）
◆会　場　臼杵市民会館（臼杵市大字臼杵72番83）
◆入場料　無料

3.11を生き抜いた重い障がいのある子どもたち
～支援活動から得られた防災対策～ 講演会

　重症心身障がい児・者の入所施設として創立し
た恵の聖母の家の30周年講演会が開催されます。
重い障がいのある子どもたちが、東日本大震災を
生き抜いた支援と防災対策について、現地で支援
をしてきた小児科医の講演を予定しています。ぜ
ひ、お越しください。

●問 社会福祉法人聖母の騎士会 恵の聖母の家管理課
☎0974-32-7770　●D 0974-32-7771
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第28回 三重町チャリティーショー
出演団体・グループ募集

◆開　催　日　11月30日㈰
◆開催場所　エイトピアおおの大ホール
◆応募資格　三重町内で活動の団体・グループ
◆応募方法　下記事務局まで「団体・代表者・

電話番号」を郵便・ファックス・
メールにてお申し込みください。

◆応募締切　５月23日㈮まで

●問 三重町チャリティーショー実行委員会事務局
　　三重町川辺854　平井 庸夫 方
　 ☎・●D 0974-22-4768

豊後大野
地区 看護フェアを開催します

●問 豊肥保健所　地域保健課　☎0974-22-0162

●問 社会教育課　スポーツ推進係　☎0974-22-1001（内線2222～2223）

◆日時　5月17日㈯　10時～13時
◆会場　トキハインダストリー　アクロプラザ三重　2階

無料で測定できます！

血管年齢測定
指先の血流で
血管年齢が
わかります

測定コーナー
体年齢、内臓脂肪、
ＢＭＩ、体脂肪率、
血圧など

乳がん
自己検診コーナー
自己触診モデルを
使って体験して
みませんか！？

血糖検査コーナー
耳たぶで簡単に
検査ができます

アルコール
パッチテスト
あなたは
飲める体質？ 
飲めない体質？

展示コーナー
看護職の仕事紹介、
一日看護体験風景

くらしの
カレンダー

5月
野犬の捕獲日

猫の引取日

無料相談のご案内

市清掃センターごみ持ち込み
日曜開場日
日時：11日㈰

９時～12時、13時～16時
●問 市清掃センター　☎0974-22-4733

■消費生活相談
　毎週月～金曜日　８時30分～17時
　●問 市消費生活センター（商工観光課 内）
　　 ☎0974-22-1018

■家事・民事出張相談
　日時：14日㈬ ９時30分～15時30分
　場所：市中央公民館（市役所 ２階）
　●問 大分地方裁判所 竹田支部
　　 ☎0974-63-2040

■不動産に関する相談
　日時：15日㈭　９時～12時
　場所：市中央公民館（市役所 ２階）
　●問 総務課 総務係
　　 ☎0974-22-1001

日時：７日㈬、21日㈬
　　　14時～15時
●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

　7日㈬　12日㈪
14日㈬　19日㈪
21日㈬　26日㈪
28日㈬

●問 豊肥保健所　☎0974-22-0162

一日15分以上
体を動かそう！チャレンジデー２０１４チャレンジデー２０１４

５月28日㈬は チャレンジデー２０１４ 対戦相手は秋田県の潟上市（人口 34,128人）。
　豊後大野市では今年で３回目の開催となるチャレンジデー2014。同人口規模の自治
体と午前０時から午後９時までの間に、15分以上継続して運動などを行った住民の参加
率を競い合うスポーツイベントです。

　チャレンジデーの住民参加率は、参加された皆さんの報告がないと参加率としてカウ
ントされません。
　農作業や散歩、ラジオ体操など、15分以上継続して体を動かされた方は、当日の午後
９時までに、各公民館や、社会教育課に電話やファックス（別途配布のチラシ裏面）で
報告をしてください。

報告が大事！ 当日の午後９時までに報告をしてください

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承ください。
※当番医療機関については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される医療機
関に電話等でお確かめください。
※毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、豊肥保健所のホームページ
　（http://www.pref.oita.jp/site/houhi/）のお知らせ欄に掲載しています。

歯　科　休　日　当　番　医

豊肥地域の日曜日・祝日の小児科医師外来当番医

受付
時間

診療
時間

医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。 ９時～12時

受付
時間

診療
時間

医療機関によって異なりますので、あらかじめ
医療機関に電話等でお問い合わせください。 ９時～12時

当番日
5 月 3 日（土）
5 月 4 日（日）
5 月 5 日（月）
5 月 6 日（火）
5 月11日（日）
5 月18日（日）
5 月25日（日）
6 月 1 日（日）

097-578-0101
0974-42-3622
0974-22-8828
0974-42-2515
0974-22-0317
097-578-1800
0974-22-8811
0974-32-2167

杉山歯科医院（犬飼町）
高倉歯科医院（緒方町）
フレンド歯科医院（三重町）
橋本歯科医院（緒方町）
羽田歯科医院（三重町）
武藤歯科医院（犬飼町）
矢野歯科クリニック（三重町）
杉山歯科医院（野津町）

医療機関名 電話番号

当番日
5 月 3 日（土）
5 月 4 日（日）
5 月 5 日（月）
5 月 6 日（火）
5 月11日（日）
5 月18日（日）
5 月25日（日）
6 月 1 日（日）

0974-42-3121

0974-24-0230

0974-42-3121

豊後大野市民病院（緒方町）

みやわき小児科（三重町）

豊後大野市民病院（緒方町）

医療機関名 電話番号
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●人　口
●　男
●　女
●世帯数

38,957
18,059
20,898
16,453

－141
－56
－85
－20

人

人

人

世帯

（
（
（
（

）
）
）
）

平成26年３月31日現在(　)内は前月比

人

人

人

世帯

発行／豊後大野市　　編集／総務課
〒879-7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　TEL 0974(22)1001　FAX 0974(22)3361
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/

納税等のご案内
軽自動車税、保育料、認定こども園利用
料、給食費、住宅等使用料、水道料金、
農業集落排水施設使用料、下水道使用料、
浄化槽使用料、ケーブルテレビ使用料、
養護老人ホーム入所負担金、やすらぎ団
地土地使用料、市営駐車場使用料、市有
地貸付料

納期限（口座振替日）６月２日（月）
※ケーブルテレビ使用料 ５月26日（月）

問い合わせ先　　総務課 秘書広報係　　☎ 0974－22－1001（内線 2412）

地域やグループ活動など幅広くご活用ください地域やグループ活動など幅広くご活用ください

豊後大野市 市政紹介ビデオが完成
　行政視察等で本市を訪れる皆さんへ、短時間
かつ効率的に本市を紹介しようと、昨年度から
庁内プロジェクトチームを結成し制作に取り組
んできました市政紹介ビデオが完成しました。

　完成しました市政紹介ビデオは、本市の
ホームページでも見られるほか、貸出しも可
能です。詳細につきましては、下記までお問
い合わせください。

◆紹介ビデオの構成
・１ 部
　ようこそ豊後大野市へ（プロローグ）
　…市の概況説明・・・・・・・・・・・・・・・・（３分）

・２ 部（３つの分野で構成）
　①教育・芸能・文化編
　　（教育の充実と文化の香るまちづくり）・・・・（16分）
　②産業・建設・協働のまちづくり編
　　（活力ある安全・安心なまちづくり）・・・・・（11分）
　③健康・福祉・環境・人権編
　　（健やかな生活ができるまちづくり）・・・・・（14分）

・附 録
　ふるさとおおの～豊後大野市イメージソング・・・（5分）

）
）
）
）

後 藤 孝 士 さん
片島自治会長（当時）

地域の「絆」と「宝」を守り
100回目の敬老会開催

大野町片島敬老会と
　　　　関係者の皆さん

　３月21日、大野

町の片島集会所に

て毎年恒例の敬老

会が開催されまし

た。この敬老会、

地元自治会（当

時：後藤孝士会

長）が主催し毎年

一回行われていま

すが、今春は、数

えることなんと100回目の開催を迎えることとなりました。

　この日は、敬老会の参加対象者となる70歳以上の54人のうち、約30人もの皆

さんが参加され、お食事や、市内外のグループによる日舞や太鼓演奏などの余

興を楽しみ、昔話しなどにも花を咲かせていました。

　主催者代表でもある後藤会長に感想をお聞きすると「敬

老者の皆さんは地域の宝です。これまで先輩たちが守り続

けてきた伝統を今後も受け継ぎ、地域の絆をさらに深めて

いければ。そして150回、200回と敬老会を続けて欲しいで

す」と今後の展望などを力強く述べられました。

　100回目を迎えた片島地区敬老会の皆さん、そして支えら

れている関係者の皆さんお一人おひとりの笑顔は一段とキ

ラリと輝いていました。

おおいた豊後大野ジオパーク
ロゴタイプ・シンボルマーク デザイン


